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今月の主なニュース

今月のクロスワードパズルに
正解した方の中から抽選で
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●3人全員イチゴ農家目指す……… 新規就農者研修修了式・開始式……2Ｐ
●美郷町北郷の農家レストランで開催…… 第 3回女性大学…………………3Ｐ
●127人が参戦…………………… 本部長杯チャリティーゴルフ大会……4Ｐ
●自然に囲まれ黙 と々稲刈り……… 行縢町の榎本保生さん… ………5Ｐ
●チャンピオンは89歳女性……… 年金友の会グラウンドゴルフ……6Ｐ
●キウイ収穫を体験… …………… 第３回あぐりスクール……………8Ｐ
●麻婆（マーボ）ナスうどんなど…… シェフ永井のおすすめ………… 22Ｐ

極うまつゆ

九州産さば節、宗田節、むろあじ節、かつお節、うるめ煮干しを使用。
甘口タイプの本格だしつゆです。

山あいの田んぼで稲刈り
行縢町の榎本保生さん
（５面に関連）



地
域
に
根
付
い
た
農
業
者
に

地
域
に
根
付
い
た
農
業
者
に

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
延
岡
地
区
本
部
は
９

月
18
日
、
本
館
大
ホ
ー
ル
で
新
規
就
農

者
研
修
事
業
の
修
了
式
と
開
始
式
を
行

い
ま
し
た
。
修
了
し
た
の
は
大
貫
町
の

筒
井
拓
弥
さ
ん（
32
）。
開
始
式
に
臨
ん

だ
の
は
佐
野
町
の
渡
部
亘
裕
さ
ん（
29
）

と
野
田
町
の
赤
木
聖
吾
さ
ん（
46
）。
全

員
、
イ
チ
ゴ
農
家
を
目
指
し
ま
す
。

同
事
業
は
、
同
本
部
が
農
業
の
担
い

手
育
成
の
た
め
県
や
延
岡
市
と
連
携

し
、
祝
子
町
の
Ｊ
Ａ
地
域
農
業
振
興
支

援
セ
ン
タ
ー
や
受
け
入
れ
農
家
の
協
力

を
得
て
毎
年
実
施
。
今
回
の
研
修
地
は

長
浜
町
の
甲
斐
祐
三
さ
ん
（
47
）
と
柚

の
木
田
町
の
川
原
い
ち
ご
農
園
。

修
了
し
た
筒
井
さ
ん
は
令
和
４
年
８

月
か
ら
２
年
間
研
修
。
楠
田
富
雄
本
部

長
か
ら
手
渡
さ
れ
た
修
了
証
書
を
手
に

「
農
業
は
同
じ
こ
と
を
し
て
も
結
果
は

同
じ
で
は
な
い
。
そ
れ
だ
け
に
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
る
。
み
ん
な
が
笑
顔
に

な
れ
る
よ
う
な
イ
チ
ゴ
を
作
り
た
い
」

と
年
末
の
初
収
穫
を
目
指
し
て
張
り

切
っ
て
い
ま
す
。

全
員
イ
チ
ゴ
農
家
目
指
す

渡
部
さ
ん
の
研
修
期
間
は
昨
年
４
月

か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
２
年
間
。
福
岡

県
出
身
。「
幼
少
期
か
ら
祖
父
母
の
い

る
延
岡
市
を
訪
れ
て
い
る
う
ち
に
延
岡

の
街
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。
早
く
一

人
前
に
な
っ
て
延
岡
の
農
業
に
貢
献
し

た
い
」
と
頼
も
し
い
限
り
で
す
。
赤
木

さ
ん
は
今
年
８
月
か
ら
１
年
間
の
研

修
。「
毎
日
多
く
の
学
び
が
あ
る
。
食

べ
た
人
が
笑
顔
満
開
に
な
れ
る
よ
う
な

イ
チ
ゴ
作
り
を
目
指
し
た
い
」
と
意
欲

満
々
で
す
。

修
了
し
た
筒
井
さ
ん
に
対
し
て
指
導

し
た
甲
斐
さ
ん
は
「
体
が
資
本
。
し
っ

か
り
体
調
管
理
を
し
て
早
く
安
定
し
た

経
営
が
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し

い
。
そ
れ
が
お
世
話
に
な
っ
た
人
た
ち

へ
の
何
よ
り
の
恩
返
し
」
と
エ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

楠
田
本
部
長
は
「
農
業
は
自
然
相
手

で
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
多
く
て
大
変
だ

が
、
や
り
が
い
が
あ
る
。
素
晴
ら
し
い

イ
チ
ゴ
農
家
に
育
っ
て
ほ
し
い
」。
東

臼
杵
北
部
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の

川
越
香
所
長
は
「
そ
れ
ぞ
れ
目
標
を

持
っ
て
日
々
精
進
し
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
、
地
域
に
根
付
い
た
農
業
者
に
な
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

楠田本部長（前列左から５番目）ら出席者全員で記念撮影

楠田本部長（左）から修了証書を
受け取る筒井さん

河川敷の清掃作業に参加した皆さん

花
火
大
会
の
会
場
を
清
掃

花
火
大
会
の
会
場
を
清
掃

み
ど
り
会

宮
崎
県
農
協
延
岡
地
区
本
部
み
ど
り

会
（
О
Ｂ
会
）
は
10
月
６
日
、
前
夜
に

開
か
れ
た
「
第
47
回
ま
つ
り
の
べ
お
か

花
火
大
会
」
の
観
覧
会
場
と
な
っ
た
大

瀬
川
河
川
敷
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
地
域
に
役
立
つ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
２
月
に
は
「
延
岡
花
物
語
」
の

メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
「
こ
の
花
ウ
ォ
ー
ク
」

の
会
場
に
な
っ
た
五
ヶ
瀬
川
河
川
敷
の

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
甲
斐
俊
行
会
長
ほ
か
Ｊ
Ａ

延
岡
地
区
本
部
の
楠
田
富
雄
本
部
長
、

重
黒
木
充
常
務
、
和
田
健
太
郎
常
勤
監

事
ら
27
人
が
参
加
。
火
ば
さ
み
や
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
手
に
大
貫
町
の
「
か
わ
ま

ち
交
流
館
」
下
の
河
川
敷
に
散
乱
し
た

紙
コ
ッ
プ
や
空
き
缶
な
ど
を
分
別
し
な

が
ら
手
際
よ
く
収
集
し
ま
し
た
。

新
規
就
農
者
研
修

修
了
式
、
開
始
式

筒
井
さん（
大
貫

町

）、
渡
部
さん（
佐
野

町

）、
赤
木
さん（
野
田

町

）
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意
見
収
集

活
　
　
動

運
営
委
員
が
行
く

多
黄
金
」
な
ど
。
80
㌃
あ
っ
た
栽
培
面

積
は
体
力
を
考
慮
し
て
半
分
に
し
ま
し

た
。「
今
が
ベ
ス
ト
。
元
気
な
間
は
頑

張
り
ま
す
」
と
夫
妻
。

松
田
さ
ん
は
「
太
田
さ
ん
に
は
桑
平

水
利
委
員
会
の
委
員
長
な
ど
歴
任
し
て

い
た
だ
く
な
ど
地
域
農
業
を
支
え
て
も

ら
っ
て
い
る
」
と
感
謝
し
ま
す
。

大
野
町
の
松
田
武
文
委
員
（
68
）
は

９
月
27
日
、
妙
町
の
太
田
喜
平
さ
ん

（
81
）
を
訪
ね
ま
し
た
。

太
田
さ
ん
は
水
稲
（
１
・
２
㌶
）
は

委
託
し
て
お
り
、
現
在
は
妻
の
ヤ
ス
子

さ
ん
（
81
）
と
平
成
12
年
か
ら
始
め
た

玉
ネ
ギ
栽
培
に
励
ん
で
い
ま
す
。

繁
忙
期
に
な
る
と
毎
日
、
浜
砂
と
出

北
に
あ
る
圃
場
に
ト
ラ
ク
タ
ー
で
通
い

ま
す
。「
通
勤
時
間
？
」
が
大
変
で
す

が
太
田
さ
ん
は
「
以
前
は
往
復
２
時
間

も
か
か
っ
て
い
た
が
、
２
年
前
に
新
型

ト
ラ
ク
タ
ー
を
導
入
し
た
の
で
１
時
間

ほ
ど
に
短
縮
さ
れ
、
だ
い
ぶ
楽
に
な
っ

た
」
と
笑
み
を
見
せ
ま
す
。

品
種
は
「
ア
リ
オ
ン
」「
浜
笑
み
」「
博

太田さん（右）と歓談する松田委員

農家レストラン「味さと」の前で
（後列中央が阿部さん）

参加者を前に「ふるさとへの思い」
を語る阿部さん（左）

松
田
武
文
委
員

日本銀行が本年３月の金融政策
決定会合で「マイナス金利」を解除し
たことを受けて、ほとんどの金融機
関で金利が上昇しています。
預貯金金利の上昇は利息収入の
増加につながり、組合員の皆様のメ
リットとなりますが、一方で融資金
利の上昇は支払い利息が増え、事業
経費高騰につながるため注意が必要
です。
ＪＡにおいても貯金金利の見直し
を行い受け入れ金利は上昇しました。
しかし、融資金利については、現在
のところ変更していませんので今後、
事業拡大等を計画されている方は早
めのご相談をお勧めします。
金利情勢については、引き続き注
視していくことが肝要だと考えてい
ます。

金融共済部

組合員の皆様へ組合員の皆様へ
～注視したい金利情勢～

第
３
回
Ｊ
Ａ
延
岡
女
性
部
「
ほ
っ

と
ｃ
о
ｌ
ｌ
ｅ
ｇ
ｅ（
女
性
大
学
）」

は
10
月
５
日
、
東
臼
杵
郡
美
郷
町
北

郷
黒
木
の
小
黒
木
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
「
味あ

じ

さ
と
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。

藤
島
惠
子
部
長
ら
８
人
が
参
加
。

地
元
の
伝
統
料
理
や
四
季
折
々
の

恵
を
生
か
し
た
和
風
料
理
を
通
し

て
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い

る
同
レ
ス
ト
ラ
ン
の
代
表
、
阿
部
ひ

と
み
さ
ん
の
話
に
受
講
生
ら
は
「
勇

気
、
元
気
を
頂
き
ま
し
た
」
と
感
激

し
て
い
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
は
地
域
の
伝
統
料
理
で
人

口
減
少
の
続
く
故
郷
を
盛
り
上
げ
よ
う

と
小
黒
木
集
落
活
性
化
協
議
会
を
発

足
。
平
成
23
年
に
同
レ
ス
ト
ラ
ン
を
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で

取
り
上
げ
ら
れ
、
話
題
に
な
り
ブ
ー
ム

に
火
が
付
き
ま
し
た
。
そ
れ
も
一
過
性
で

な
く
続
い
て
い
る
の
は
本
人
の
努
力
も

あ
り
ま
す
が
「
地
元
の
人
た
ち
の
理
解

と
協
力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
」と
阿
部
さ
ん
。

こ
の
日
、
交
流
会
で
出
さ
れ
た
料
理

は
、
煮
し
め
、
ア
ユ
の
姿
揚
げ
、
芋
等

の
天
ぷ
ら
、
ハ
ス
の
酢
の
物
な
ど
素
朴

な
味
付
け
な
が
ら
全
員
「
お
い
し
い
」

と
絶
賛
。
そ
ん
な
な
か
渡
部
さ
ん
の

「
57
歳
で
の
起
業
で
し
た
。
も
う
少
し

早
く
決
断
す
べ
き
だ
っ
た
」
と
の
弁
に

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
決
断
力
の
難
し
さ

を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

一
方
で
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
延
岡
地
区
本

部
女
性
代
表
運
営
委
員
の
河
野
公
子
さ

ん
の
講
義
も
あ
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
協
同
組
合
に
つ
い
て
」。
河
野
さ
ん
は

「
健
全
な
農
業
協
同
組
合
を
次
世
代
に

引
き
継
ぐ
た
め
に
も
『
食
、
農
、
環
境
』

を
守
る
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

美
郷
町
の
農
家
レ
ス

美
郷
町
の
農
家
レ
ス

ト
ラ
ン
で
女
性
大
学

ト
ラ
ン
で
女
性
大
学「「
食食
」」のの
力力
をを
実
感
実
感
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コ
ロ
ナ
禍
で
５
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
競
技
は
18
ホ
ー
ル
ス
ト

ロ
ー
ク
プ
レ
ー
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
。

プ
レ
ー
は
同
本
部
運
営
委
員
の
井
上
敏

彦
さ
ん
（
68
）
の
始
球
式
で
ス
タ
ー
ト
。

参
加
者
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
競

い
ま
し
た
。

募
金
募
金
1313
万
３
０
０
０
円

万
３
０
０
０
円

優
勝
し
た
佐
藤
さ
ん
の
ス
コ
ア
69

は
歴
代
優
勝
者
で
最
高
。「
こ
の
日
は

シ
ョ
ッ
ト
が
良
か
っ
た
。
バ
ー
デ
ィ
ー

５
つ
の
う
ち
２
つ
は
７
～
８
㍍
の
ロ
ン

グ
パ
ッ
ト
で
し
た
」
と
会
心
の
笑
み
を

見
せ
ま
し
た
。
ゴ
ル
フ
歴
は
35
年
。
毎

日
練
習
し
な
い
と
落
ち
着
か
な
い
と
い

う
佐
藤
さ
ん
。「
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
多

く
の
友
達
が
で
き
た
の
が
何
よ
り
う
れ

し
い
。
健
康
に
も
い
い
し
、
ゴ
ル
フ
は

最
高
で
す
。
80
歳
ま
で
現
役
で
い
る
の

が
目
標
」
と
ゴ
ル
フ
人
生
を
謳
歌
し
て

い
ま
す
。

表
彰
式
は
夜
、
北
小
路
の
源
太
で
開

か
れ
ま
し
た
。
93
人
が
出
席
。
入
賞

者
に
は
楠
田
富
雄
本
部
長
か
ら
ト
ロ

フ
ィ
ー
や
ゴ
ル
フ
バ
ッ
グ
な
ど
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
宮
崎
牛
な
ど
豪
華
な
賞
品

が
当
た
る
抽
選
会
も
あ
り
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
を
除
く
上
位
の
成
績
は
次

の
通
り
。
敬
称
略
。

準
優
勝
＝
田
口
誠
（
北
方
町
美
々
地

未
）
③
甲
斐
君
博
（
北
川
町
長
井
）
④

高
橋
重
人（
天
下
町
）⑤
野
中
保
男（
岡

富
町
）
⑥
甲
斐
惣
一
（
桜
小
路
）
⑦
佐

藤
健
司
（
山
月
町
）
⑧
小
田
蓮
一
（
三

須
町
）
⑨
安
藤
正
三
（
鹿
狩
瀬
町
）
⑩

西
健
一
（
瀬
之
口
町
）

炎天にも負けずハッスルプレーが続出

優勝の佐藤さん（左）を称える楠田本部長

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き

延
岡
地
区
本
部

佐
藤
行
孝
さ
ん（
西
階
町
）
優
勝

本
部
長
杯

本
部
長
杯
チ
ャ
リ

チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
大
会

ゴ
ル
フ
大
会

第８回
第
８
回
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
延
岡
地
区
本
部
長

杯
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会
は
９
月
12
日
、

浦
城
町
の
延
岡
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
で
開
か
れ
、

１
２
７
人
が
プ
レ
ー
を
通
し
て
親
ぼ
く
を
深

め
ま
し
た
。
優
勝
し
た
の
は
西
階
町
の
佐
藤

行
孝
さ
ん（
71
）。レ
デ
ィ
ー
ス
賞
は
舞
野
町
の

小
野
春
代
さ
ん
で
し
た
。
出
場
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
13
万
３
０
０
０
円

は
延
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
デ
イ
リ
ー

健
康
福
祉
事
業
団
に
寄
付
し
ま
し
た
。

炎天下で練習の成果競う

１２７１２７人人ががプレープレー
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山あいの田んぼで稲刈りに精を出す榎本さん

普
通
期
水
稲
の
稲
狩
り
が
最
盛

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
行
縢
町
の

榎
本
保
生
さ
ん
（
76
）
は
９
月
22

日
か
ら
10
月
初
旬
に
か
け
て
町
内

３
ヵ
所
に
散
在
す
る
97
㌃
を
収
穫

し
ま
し
た
。
今
年
は
イ
ノ
シ
シ
が

目
立
つ
た
め
例
年
よ
り
数
日
早
く

収
穫
し
ま
し
た
が
、
稲
は
出
穂
期

の
水
不
足
や
猛
暑
に
耐
え
て
順
調

に
生
育
し
、
例
年
並
み
の
作
柄
に

安
堵
の
表
情
を
見
せ
て
い
ま
す
。

作
業
は
妻
の
春
代
さ
ん
（
74
）
と
長

男
の
倫
也
さ
ん
（
37
）
と
で
行
い
ま
す
。

家
族
だ
け
に「
阿
吽
の
呼
吸
」で
ス
ム
ー

ズ
に
進
み
ま
す
。「
年
間
通
し
て
長
男

が
仕
事
の
休
み
の
日
に
手
伝
っ
て
く
れ

る
の
で
助
か
っ
て
い
る
。
特
に
田
植
え

や
稲
刈
り
、
除
草
な
ど
は
頼
り
に
な
る

貴
重
な
戦
力
」
と
倫
也
さ
ん
に
感
謝
し

ま
す
。　

榎
本
さ
ん
は
稼
業
を
継
い
で
60
年
ほ

ど
。
水
稲
の
ほ
か
花
き
栽
培
も
手
が
け

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
、

カ
ス
ミ
ソ
ウ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
花
々

を
育
て
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
ダ
リ
ア

10
㌃
、
ホ
ウ
ズ
キ
10
㌃
、
キ
ク
少
々
。

「
体
力
が
落
ち
て
き
た
の
で
花
き
は
縮

小
を
考
え
て
い
る
」
と
寂
し
そ
う
な
表

情
を
見
せ
ま
す
。

一
方
で
水
稲
に
関
し
て
は
先
祖
代
々

受
け
継
が
れ
て
き
た
だ
け
に
「
体
力
の

続
く
限
り
頑
張
り
た
い
」
と
力
を
込
め

ま
す
。

青
壮
年
部
南
方
支
部
が
実
演

同
支
部
の
髙
橋
宙
暉
支
部
長
と
松
田

成
歳
元
支
部
長
が
農
薬
の
代
わ
り
に
水

を
使
っ
て
空
中
散
布
を
披
露
。
例
年
、

無
人
ヘ
リ
も
加
わ
り
ま
す
が
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
た
め
ド
ロ
ー
ン
の
み
の
実
演

と
な
り
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
同
学
習

で
田
植
え
を
体
験
し
て
い
る
だ
け
に
病

害
虫
か
ら
お
米
を
守
っ
て
く
れ
る
ド
ロ
ー

ン
を
頼
も
し
そ
う
に
見
学
し
ま
し
た
。

実
演
前
に
髙
橋
支
部
長
は
「
ド
ロ
ー

ン
は
バ
ッ
テ
リ
ー
、
つ
ま
り
電
気
で
動

く
か
ら
音
が
静
か
。
コ
ン
パ
ク
ト
な
の

で
狭
い
と
こ
ろ
で
も
自
在
に
散
布
で
き

ま
す
」
な
ど
と
ド
ロ
ー
ン
の
特
徴
を
説

明
。
児
童
た
ち
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら

熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

黒
木
咲さ
く
ら良
さ
ん
は
「
初
め
て
ド
ロ
ー

ン
を
見
ま
し
た
。
水
が
そ
の
ま
ま
出
て

く
る
の
か
と
思
っ
て
い
た
ら
霧
み
た
い

だ
っ
た
の
で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
」。

甲
斐
悠は
る
あ亜
く
ん
は
「
農
家
な
の
で
お
う

ち
で
は
牛
の
餌
や
り
な
ど
手
伝
っ
て
い

ま
す
。
大
き
く
な
っ
た
ら
ド
ロ
ー
ン
の

免
許
を
取
り
た
い
で
す
」
と
目
を
輝
か

せ
て
い
ま
し
た
。

ドローンの空中散布を見学する児童たち

質問攻めにあう髙橋支部長（左）

実りの秋本番実りの秋本番稲刈り稲刈り

榎本保生榎本保生さんさん行縢町
猛暑に耐え品質例年並み猛暑に耐え品質例年並み

ド
ロ
ー
ン
見
学

ド
ロ
ー
ン
見
学

Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
南
方
支
部
は
９

月
19
日
、
上
南
方
小
中
学
校
（
小

林
美
和
子
校
長
）
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
ド
ロ
ー
ン
の
見
学
会
を
開
き
ま

し
た
。
同
青
壮
年
部
の
お
米
学
習

に
参
加
し
て
い
る
小
学
５
年
生
を

対
象
に
毎
年
実
施
。
今
年
は
13
人

の
児
童
が
見
学
し
ま
し
た
。

感
激
の
上
南

方
小
５
年
生
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元
の
公
園
で
練
習
に
参
加
。
毎
月
１
回

行
わ
れ
る
地
元
の
大
会
に
も
出
場
し
ま

す
。「
皆
さ
ん
と
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が

ら
プ
レ
ー
す
る
の
は
楽
し
い
。
い
ま
で

は
生
き
が
い
で
す
」
と
言
い
切
り
ま
す
。

今
回
の
優
勝
に
つ
い
て
は
「
大
き
な

大
会
な
の
で
優
勝
す
る
と
は
思
っ
て
も

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
う
れ
し

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
励
み
に
な
り
ま

す
」
と
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い
ま

し
た
。

成
績
上
位
40
人
は
10
月
25
日
、
宮
崎

市
の
ひ
な
た
宮
崎
県
総
合
運
動
公
園
で

開
か
れ
る
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

田
島
さ
ん
を
除
く
上
位
入
賞
者
は
次

の
通
り
。
カ
ッ
コ
内
は
所
属
支
部
。

②
岩
佐
勝
己
（
南
方
）
③
松
田
清
二

（
恒
富
）
④
柳
田
恭
一
（
南
方
）
⑤
渡

辺
今
佐
男
（
東
海
）
⑥
有
村
秀
二
（
岡

富
）
⑦
田
中
一
雄
（
伊
形
）
⑧
伊
藤
澄

子
（
東
延
岡
）
⑨
小
石
川
工
（
恒
富
）

⑩
小
野
道
子
（
北
方
）

32
チ
ー
ム
１
４
３
人
が
熱
戦

ゲ
ー
ム
は
標
準
８
ホ
ー
ル
２
回
戦
の

16
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
炎
天
下

で
参
加
者
た
ち
は
厳
し
い
暑
さ
を
も
の

と
も
せ
ず
プ
レ
ー
に
集
中
し
ま
し
た
。

優
勝
し
た
田
島
さ
ん
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
歴
10
数
年
。
健
康
増
進
の
た
め

に
始
め
ま
し
た
。
毎
週
３
回
以
上
は
地

第
25
回
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
延
岡
地
区

本
部
年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
は
９
月
13
日
、
西
階
町

の
西
階
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か

れ
ま
し
た
。
11
支
部
か
ら
32
チ
ー

ム
１
４
３
人
が
参
加
。
熱
戦
の
結

果
、
南
方
支
部
の
田
島
亀き

み

よ

實
代
さ
ん

（
89
、
野
田
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

熱戦を繰り広げる参加者

上位入賞者の皆さん。前列中央
が優勝した田島さん

Ｊ
Ａ
宮
崎
経
済
連
や
宮
崎
県
な

ど
で
組
織
す
る
「
よ
り
良
き
宮
崎

牛
づ
く
り
対
策
協
議
会
」
は
９
月

25
日
、
名
水
小
学
校
（
宮
本
英
一

郎
校
長
）
で
モ
ー
モ
ー
教
室
を
開

き
ま
し
た
。
全
校
児
童
９
人
が
Ｄ

Ｖ
Ｄ
鑑
賞
な
ど
を
通
し
て
「
宮
崎

牛
」
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
食
農
教
育
と
消
費
拡
大

を
目
的
に
平
成
23
年
度
か
ら
県
内
の
小

学
校
を
対
象
に
ス
タ
ー
ト
。
今
年
度
も

県
内
14
校
で
実
施
し
ま
す
。

こ
の
日
は
同
協
議
会
の
ほ
か
Ｊ
Ａ
延

岡
地
区
本
部
畜
産
振
興
課
の
足
立
竜
一

課
長
や
生
産
者
代
表
の
石
田
町
の
㈱
Ｔ

Ｋ
・
マ
リ
ス
フ
ァ
ー
ム
社
長
、
髙
本
磨

理
紗
さ
ん
が
参
加
。
宮
崎
牛
を
焼
い
た

り
、
児
童
た
ち
の
質
問
に
答
え
る
な
ど

大
忙
し
で
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
宮
崎
牛
が
５
年
に
１

度
の
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
４
大
会

連
続
日
本
一
に
輝
い
て
い
る
こ
と
な
ど

を
知
り
「
す
ご
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て

い
ま
し
た
。
モ
モ
肉
と
肩
ロ
ー
ス
の
食

べ
比
べ
で
は
「
お
い
し
～
い
」
の
声
が

教
室
に
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

６
年
生
の
松
本
凪
く
ん（
12
）は
「
大

勢
の
人
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て
宮
崎
牛

が
誕
生
す
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
じ
っ
く
り
味
わ
っ
て
食
べ
た

い
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

おいしそうに宮崎牛を食べる児童たち

第
25
回
年
金
友
の
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

田
島
亀
實
代

田
島
亀
實
代
ささんん（（
南
方
南
方

支
部
支
部
））優
勝
優
勝

宮崎牛おいし宮崎牛おいし～～いい
名水小でモーモー教室
宮崎の畜産を学ぶ
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令
和
６
年
度
第
７
回
理
事
会
は
９

月
27
日
、
Ｊ
Ａ
・
Ａ
Ｚ
Ｍ
ホ
ー
ル
２

Ｆ
大
研
修
室
で
開
か
れ
ま
し
た
。
７

議
案
に
つ
い
て
審
議
し
、
原
案
通
り
可

決
し
ま
し
た
。
報
告
は
12
件
で
し
た
。

＝
　
議
　
案
　
＝

	▽
３
連
と
の
権
利
義
務
承
継
契
約

の
締
結

	▽
臨
時
総
代
会
の
開
催
等

◆�

３
連
と
の
権
利
義
務
承
継
契
約

の
承
認

◆
定
款
の
一
部
変
更

◆
信
用
事
業
規
程
の
一
部
変
更

	▽
取
引
の
リ
ス
ク
評
価
書
の
定
例

改
正

	▽
事
業
継
続
計
画
（
B
C
P
）
の

策
定

	▽
宮
崎
県
J
A
経
営
基
盤
強
化
総

合
対
策
基
金
造
成
（
増
資
）

	▽
当
組
合
と
理
事
と
の
契
約
（
利

益
相
反
取
引
）

	▽
事
業
運
転
資
金
の
貸
出
及
び
利

益
相
反
取
引
の
承
認
（
㈱
都
城

く
み
あ
い
食
品
）

＝
　
報
　
告
　
＝

	▽
台
風
10
号
に
か
か
る
対
応

	▽
牛
肉
消
費
拡
大
対
策
の
実
施
状
況

	▽
小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
代
理

店
加
入
に
係
る
J
A
グ
ル
ー
プ

の
対
応
（
案
）

	▽
飼
料
情
勢

	▽
令
和
６
年
10
〜
12
月
期
の
配
合

飼
料
供
給
価
格

	▽
酪
農
情
勢

	▽
肥
料
情
勢

	▽
包
括
承
継
の
今
後
の
対
応
（
三

連
・
三
畜
連
）

	▽
2
0
2
3
年
度
体
制
整
備
状
況

の
報
告

	▽
利
益
相
反
取
引
承
認
後
の
四
半

期
報
告

	▽
内
部
監
査
業
務
活
動
報
告

	▽
補
助
事
業
を
活
用
し
た
畜
舎
等

取
得
（
㈲
増
田
農
場
畜
舎
新
築

工
事
）

理

事

会

だ

よ

り

令
和
６
年
度
第
５
回
延
岡
地
区
本

部
運
営
委
員
会
は
９
月
26
日
、本
館

大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、恒
富
地
区
運

営
委
員
の
補
欠
選
挙
手
続
き
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

報
告
は
▽
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
臨
時
総

代
会
の
開
催
等
▽
第
50
回
衆
議
院
議

員
総
選
挙
に
お
け
る
推
薦
会
議
に
つ

い
て
の
２
件
で
し
た
。

運

営

委

員

会

だ

よ

り

今
年
５
月
場
所
で
引
退
し
た
元

琴
恵
光
（
本
名
・
柏
谷
充
隆
）
が

９
月
26
日
、
尾
車
親
方
襲
名
報
告

の
た
め
Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き
延
岡
地
区

本
部
を
訪
れ
ま
し
た
。
妻
の
由
香

利
さ
ん
も
同
行
し
、
来
年
５
月
31

日
に
東
京
・
両
国
の
国
技
館
で
断

髪
式
（
琴
恵
光
引
退
・
尾
車
襲
名

披
露
大
相
撲
）
を
行
う
こ
と
な
ど

を
報
告
。「
最
後
の
土
俵
な
の
で

満
員
（
１
万
千
人
）
に
し
て
郷
土

の
皆
さ
ん
に
恩
返
し
を
し
た
い
」

と
意
気
込
み
語
り
ま
し
た
。

来
年
５
月
31
日
に
断
髪
式

初
土
俵
は
平
成
19
年
春
場
所
。
15
歳

で
し
た
。
同
26
年
九
州
場
所
で
新
十

両
、
同
30
年
名
古
屋
場
所
で
新
入
幕
を

果
た
し
ま
し
た
。
県
内
出
身
者
と
し
て

は
44
年
ぶ
り
の
幕
内
力
士
の
誕
生
で
し

た
。
幕
内
在
位
29
場
所
。
１
８
８
勝

２
３
８
敗
９
休
。
最
高
位
は
令
和
３
年

７
月
場
所
の
東
前
頭
４
枚
目
。
入
門
以

来
の
通
算
成
績
は
５
３
１
勝
５
４
２
敗

14
休
。
相
撲
取
り
と
し
て
は
１
７
７

㌢
、
１
３
１
㌔
の
小
さ
な
体
で
す
が
得

意
の
型
に
な
る
と
大
き
な
力
士
を
圧
倒

し
ま
し
た
。

今
後
は
佐
渡
ヶ
嶽
部
屋
で
後
進
の
指

導
に
当
た
り
ま
す
が
、
対
応
し
た
楠
田

富
雄
本
部
長
や
重
黒
木
充
常
務
を
前
に

尾
車
親
方
は
「
ケ
ガ
が
回
復
せ
ず
、
自

分
ら
し
い
相
撲
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
の
で
引
退
を
決
意
し
た
。

辛
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
充
実
し
た
17
年

間
の
土
俵
人
生
だ
っ
た
。
十
両
に
昇
進

し
た
と
き
と
結
び
の
一
番
で
横
綱
白

鵬
関
と
対
戦
し
た
こ
と
が
最
高
の
思

い
出
」
と
振
り
返
り
、
今
後
に
つ
い
て

は
「
メ
ン
タ
ル
面
も
含
め
体
験
し
た
こ

と
す
べ
て
を
伝
え
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に

合
っ
た
指
導
を
心
掛
け
て
い
く
。
特
に

四
六
時
中
、
相
撲
の
こ
と
ば
か
り
考
え

て
い
た
の
で
、
そ
の
こ
と
を
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

楠田本部長（後列中央）らと尾車親方夫妻（前列）

悔
い
の
な
い

悔
い
の
な
い
1717
年
だ
年
だ
っっ
たた

尾
車
親
方（　
琴

恵
光
）が
近
況
報
告

元
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毎月１日は牛乳の日

みやざき産牛乳を
みんなで飲もう！

キ
ウ
イ

キ
ウ
イ
狩狩
り
に
り
に
熱
中
熱
中

Ｊ
Ａ
延
岡
地
区
本
部
は
９
月
28

日
、
行
縢
町
の
「
む
か
ば
き
果
樹

園
」
で
第
３
回
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル

を
開
き
ま
し
た
。
参
加
し
た
12
家

族
29
人
は
同
園
で
キ
ウ
イ
収
穫
を

体
験
。「
東
京
ゴ
ー
ル
ド
」「
ジ
ャ

ン
ボ
イ
エ
ロ
ー
」「
ア
ッ
プ
ル
キ

ウ
イ
」「
紅
妃
」
の
４
品
種
が
揃

う
本
格
的
な
キ
ウ
イ
園
は
、
市
内

は
も
と
よ
り
県
内
で
も
珍
し
く
全

員
、
感
激
し
な
が
ら
収
穫
に
熱
中

し
ま
し
た
。

親子でキウイ狩りに熱中

キウイについて説明する瀧口さん（右）

12
家
族
29
人
が
参
加

同
園
は
令
和
２
年
、
同
町
の
瀧
口
誠

さ
ん
（
60
）
が
「
地
域
活
性
化
の
一
助

に
な
れ
ば
」
と
亡
き
義
父
の
農
地
を
借

り
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
県
外
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
を
し
て
お

り
農
業
は
初
め
て
。
25
年
ほ
ど
前
、
大

分
県
別
府
市
で
見
た
鈴
な
り
の
キ
ウ
イ

に
魅
了
さ
れ
た
の
が
栽
培
の
き
っ
か
け
。

キ
ウ
イ
狩
り
は
昨
年
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
今
年
は
こ
の
日
が
オ
ー
プ
ン

日
。
ハ
ウ
ス
（
20
㌃
）
内
の
70
本
の
キ

ウ
イ
は
各
品
種
と
も
た
わ
わ
に
実
り
、

参
加
者
は
大
喜
び
。｢

昨
年
は
来
場
者

が
予
想
を
上
回
り
、
２
週
間
で
終
わ
り

ま
し
た｣

と
思
わ
ぬ
反
響
に
笑
顔
を
見

せ
る
瀧
口
さ
ん
。
直
接
販
売
、
配
送
も

行
っ
て
い
ま
す
。

「
ブ
ド
ウ
狩
り
（
７
㌃
）
も
行
っ
て

い
る
が
、
メ
ー
ン
は
キ
ウ
イ
狩
り
。
来

年
に
は
『
イ
エ
ロ
ー
ク
イ
ー
ン
』『
ゴ
ー

ル
デ
ン
キ
ン
グ
』、
再
来
年
に
は
『
む

か
ば
き
ゴ
ー
ル
ド
』『
レ
イ
ン
ボ
ー
レ
ッ

ド
』
も
登
場
し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に
」

と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

甘
酒
工
場
な
ど
視
察

女
性
部
恒
富
支
部

Ｊ
Ａ
女
性
部
恒
富
支
部
は
９
月
20

日
、
大
分
県
佐
伯
市
の
甘
酒
工
場
「
麹

の
杜
」
を
見
学
し
ま
し
た
。
首
藤
あ
い

子
支
部
長
ら
20
人
が
参
加
。
恒
富
支
店

の
杉
田
央
支
店
長
も
同
行
し
ま
し
た
。

同
工
場
は
創
業
１
１
０
年
の
酒
造

メ
ー
カ
ー
ぶ
ん
ご
銘
醸
株
式
会
社
の
西

日
本
で
唯
一
の
「
見
学
の
で
き
る
甘
酒

工
場
」
で
す
。
一
行
は
自
家
製
乾
燥
米

麹
の
製
造
工
程
を
視
察
し
ま
し
た
。

香
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
世
界
で
も
珍

し
い
別
府
市
の
「
大
分
香
り
の
博
物

館
」
な
ど
も
訪
れ
、
部
員
同
士
の
親
睦

を
深
め
な
が
ら
初
秋
の
楽
し
い
１
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

大分香りの博物館で

織
田
織
田
さ
ん（
石
田
町
）

さ
ん（
石
田
町
）１
等
賞

１
等
賞

宮
崎
県
畜
産
共
進
会

第
65
回
宮
崎
県
畜
産
共
進
会
（
肉
用

種
種
牛
の
部
）
は
10
月
４
日
、
児
湯
地

域
家
畜
市
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
延
岡
地
区
本
部
か
ら
東
臼
杵
郡

代
表
と
し
て
出
場
し
た
石
田
町
の
織
田

直
行
さ
ん（
41
）が
第
１
類（
生
後
12
ヵ

月
以
上
17
ヵ
月
未
満
）で
１
等
賞
、小
野

町
の
谷
名
俊
一
さ
ん（
76
）が
第
２
類（
生

後
17
ヵ
月
以
上
22
ヵ
月
未
満
）で
２
等

賞
、
北
方
町
三
ヶ
村
の
山
口
勇
登
さ
ん

（
30
）が
第
３
類（
３
頭
セ
ッ
ト
で
１
群

と
す
る
、生
後
12
ヵ
月
以
上
22
ヵ
月
未

満
）で
２
等
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

む
か
ば
き
果
樹
園
で

む
か
ば
き
果
樹
園
で

あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル

あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
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地
域
間
格
差
が
顕
著

畜
連
に
よ
る
と
「
地
域
間
の
格
差
が

顕
著
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
今
こ
そ

子
牛
購
入
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
い
る

購
買
者
も
少
な
く
な
い
」と
し
て
い
ま
す
。

雌
の
平
均
は
42
万
９
９
８
４
円

（
前
回
比
４
万
９
８
９
１
円
減
）
で

50
万
円
台
を
大
き
く
割
り
込
み
ま
し

た
。
去
勢
は
53
万
７
６
２
７
円
（
同

１
万
９
９
９
７
円
増
）
で
し
た
。
最
高

値
は
雌
が
78
万
３
２
０
０
円
、
去
勢
が

96
万
８
０
０
０
円
で
し
た
。

出
場
頭
数
は
５
３
２
頭
（
雌
２
７
４

頭
、
去
勢
２
５
８
頭
）
で
し
た
。（
価

格
は
い
ず
れ
も
税
込
み
）。 

価
格
は
左
記
の
通
り
で
す
。

平
均
48
万
２
１
８
７
円

東
臼
杵
郡
市
畜
産
農
業
協
同
組

合
連
合
会
は
９
月
22
、
23
日
の
両

日
、
櫛
津
町
の
延
岡
家
畜
市
場
で

９
月
期
子
牛
せ
り
市
を
開
き
ま
し

た
。
平
均
価
格
は
48
万
２
１
８
７

円
。
前
回
市
よ
り
１
万
７
７
９
９

円
減
と
な
り
、
依
然
厳
し
い
情
勢

が
続
い
て
い
ま
す
。
前
年
同
期
比

で
は
１
万
５
６
９
１
円
増
で
し
た
。

前年市（9月） 前回市（7月） 今回市（9月） 前年比 前回比
雌 438,976 479,875 429,984 △8,992 △49,891

去勢 490,905 517,630 537,627 46,722 19,997
平均 466,496 499,986 482,187 15,691 △17,799

成 績 表

活気づく延岡家畜市場

頭数（頭） 最高（円） 最低（円） 平均（円） 日齢 体重（kg）
延

岡

地
区
本
部

雌 91 781,000 187,000 427,138 309 280.3
去 76 849,200   67,100 551,968 283 291.9
計 167 483,947 297 285.6

延
岡
市
場

雌 274 783,200 182,600 429,984 306 282.3
去 258 968,000   67,100 537,627 285 294.0
計 532 482,187 296 288.0

お
米
の
プ
ロ
が
教
え
る
「
炊
飯
の
こ
つ
」

お
米
を
お
い
し
く
楽
し
も
う五

ツ
星
お
米
マ
イ
ス
タ
ー
●
小
池
　
理
雄

こ
れ
ま
で
の
お
話
で
、み
ん
な
の
お

う
ち
に
白
米（
生
米
）が
届
く
ま
で
に
は
、

た
く
さ
ん
の
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
よ
ね
。
そ

し
て
、み
ん
な
が
お
い
し
く
お
米
を
食

べ
る
た
め
に
必
要
な
最
後
の
工
夫
が「
炊

飯
」な
ん
だ
。
そ
れ
ま
で
の
大
勢
の
人

の
苦
労
を
大
切
に
す
る
た
め
に
も
上
手

に
炊
飯
し
た
い
よ
ね
。

炊
飯
は
、生
米
の
ま
ま
で
は
堅
い
で

ん
ぷ
ん
を
軟
ら
か
く
し
て
、人
間
で
も

消
化
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
調
理

法
。
だ
か
ら
、実
は
味
に
こ
だ
わ
ら
な

け
れ
ば
、誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
こ
と

な
ん
だ
よ
。

で
も
、食
べ
物
な
ん
だ
か
ら
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
た
方
が
良
い
よ
ね
。
し
か

も
ご
飯
は
毎
日
食
べ
る
も
の
だ
か
ら
。

今
回
は
、お
い
し
い
ご
飯
に
出
合
え
る

た
め
の
外
す
こ
と
が
で
き
な
い
工
夫
を

教
え
る
か
ら
、一
緒
に
試
し
て
み
よ
う
。

実
は
炊
飯
は
ど
ん
な
道
具
で
行
う
か

で
ど
う
い
っ
た
工
夫
を
す
る
か
が
変

わ
っ
て
く
る
ん
だ
。
今
回
は
電
気
炊
飯

器
を
使
う
こ
と
に
し
て
…
…
。 

で
も
、

ど
ん
な
道
具
で
も
大
事
な
の
は
、次
の

三
つ
だ
よ
。

①
お
米
は
優
し
く
洗
う

お
米
は
野
菜
や
果
物
と
一
緒
で
農
産

物
だ
か
ら
、そ
の
ま
ま
口
に
入
れ
ず
に

ま
ず
洗
う
こ
と
が
大
事
。
お
米
の
場
合

は
汚
れ
と
共
に
ま
だ
残
っ
て
い
る「
肌

ぬ
か
」を
落
と
す
こ
と
が
目
的
だ
よ
。

②
水
に
し
っ
か
り
漬
け
る

で
ん
ぷ
ん
を
甘
く
す
る
た
め
、そ
し

て
軟
ら
か
く
す
る
た
め
に
、水
に
し
っ

か
り
漬
け
ま
す
。
夏
は
1
時
間
、冬
は

2
時
間
ほ
ど
必
要
。
簡
単
だ
け
ど
決
し

て
省
い
て
は
い
け
な
い
作
業
な
ん
だ
。

③
炊
き
上
が
っ
た
ら
す
ぐ
に
ほ
ぐ
す

炊
き
上
が
っ
た
ら
す
ぐ
に
ふ
た
を
開

け
て
中
の
ご
飯
を
ほ
ぐ
し
て
ね
。 

「
ほ

ぐ
す
」と
は
、し
ゃ
も
じ
で
釜
の
中
の
ご

飯
を
か
き
混
ぜ
る
こ
と
。
粒
の
一
粒
一

粒
に
外
気
を
当
て
て
パ
リ
ッ
と
さ
せ
る

ん
だ
。

も
ち
ろ
ん「
炊
飯
の
こ
つ
」は
こ
れ
だ

け
で
は
な
い
け
ど
も
、最
低
限
こ
れ
だ

け
は
守
れ
ば
お
い
し
い
ご
飯
に
た
ど
り

着
け
る
は
ず
。
炊
飯
を
正
し
く
行
っ
て

初
め
て
お
米
を
作
っ
て
く
れ
た
人
の
苦

労
が
報
わ
れ
る
ん
だ
ね
。

９
月
期

せ
り
市
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あなたもチャレンジ！ 家 庭 菜 園家 庭 菜 園

園芸研究家 ● 成松　次郎パイプハウスを建てて、冬でも野菜を作ろう

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
（
以
下
、ハ
ウ
ス
）

は
低
コ
ス
ト
で
管
理
も
容
易
で
す
。

冬
で
も
収
穫
が
で
き
、
育
苗
に
利
用

し
て
「
早
出
し
栽
培
」
も
で
き
る
な

ど
、多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

［
ハ
ウ
ス
栽
培
の
メ
リ
ッ
ト
］

（
１
）
端
境
期
に
収
穫
で
き
る

ハ
ウ
ス
栽
培
は
、
露
地
栽
培
よ
り

も
暖
か
い
環
境
で
野
菜
を
育
て
ら
れ

る
た
め
、
収
穫
期
を
前
倒
し
に
す
る

「
早
出
し
栽
培
」
は
も
ち
ろ
ん
、
寒

く
な
っ
て
か
ら
収
穫
す
る
「
抑
制
栽

培
」
も
で
き
ま
す
。

（
２
）
安
定
生
産
が
で
き
る

露
地
栽
培
で
は
、
雨
に
よ
る
泥
跳

ね
で
野
菜
が
汚
れ
る
、病
害
が
広
が
る
、

ト
マ
ト
で
は
裂
果
や
腐
敗
を
招
く
の

に
対
し
、
ハ
ウ
ス
に
は
露
地
栽
培
に

は
な
い
雨
よ
け
効
果
が
あ
り
ま
す
。

（
３
）
良
い
環
境
で
作
業
が
で
き
る

雨
や
風
が
防
げ
る
の
で
天
候
に

あ
ま
り
左
右
さ
れ
ず
農
作
業
が
で

き
、
作
業
小
屋
と
し
て
も
利
用
で
き

ま
す
。
暑
い
と
き
は
、
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
日
陰
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

（
４
）
ハ
ウ
ス
で
育
苗
す
る

ハ
ウ
ス
は
温
度
管
理
し
や
す

く
、
育
苗
に
適
し
た
環
境
に
な

る
た
め
生
育
が
安
定
し
ま
す
。

さ
ら
に
ト
ン
ネ
ル
で
覆
う
と
保

温
効
果
が
高
ま
り
、
電
熱
温
床

マ
ッ
ト
を
利
用
す
れ
ば
、
育
苗

す
る
野
菜
の
種
類
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

［
ハ
ウ
ス
を
建
て
る
］

（
１
）
ハ
ウ
ス
の
構
造

ハ
ウ
ス
の
容
積
が
小
さ
い
ほ
ど

温
度
変
化
が
大
き
く
、
容
積
が
大

き
い
ほ
ど
温
度
変
化
が
緩
や
か
な
の

で
、
大
き
い
ハ
ウ
ス
は
温
度
管
理
が

容
易
で
す
。
棟
高
（
ハ
ウ
ス
頂
点
の

高
さ
）
と
軒
高
（
ハ
ウ
ス
の
左
右
の

柱
の
高
さ
）
の
差
が
大
き
い
と
、
積

雪
が
あ
る
地
域
で
は
雪
が
落
ち
や
す

く
な
り
ま
す
。
降
雪
や
強
風
が
予
測

さ
れ
る
と
き
は
、
筋
交
い
を
通
し
て

ハ
ウ
ス
の
強
度
を
上
げ
ま
す
（
図
１
）。

（
２
）
建
て
る
場
所

南
北
建
て
と
東
西
建
て
が
あ
り
、

南
北
建
て
は
日
射
が
平
均
的
に
な

り
、
管
理
が
し
や
す
い
の
で
一
般
的

で
す
。
野
菜
の
生
育
に
欠
か
せ
な
い

光
合
成
は
、
主
に
午
前
に
行
わ
れ
る

た
め
、
朝
日
が
よ
く
当
た
る
場
所
に

設
置
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
３
）
被
覆
素
材

被
覆
素
材
に
は
「
農
ビ
（
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
フ
ィ
ル
ム
）」
が
多
く
使
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
で
は
「
農

P
O
（
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
系
フ
ィ
ル

ム
）」
の
使
用
が
増
え
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
、
農
ビ
に
比
べ
農
P
O

は
「
保
温
性
が
低
い
」「
こ
す
れ
に

弱
い
」「
裂
け
に
く
い
」「
べ
た
つ
か

な
い
」な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
が
、

栽
培
環
境
や
野
菜
の
種
類
に
合
っ
た

素
材
を
選
び
ま
し
ょ
う
（
図
２
）。

［
栽
培
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
］

（
１
）
春
と
秋
は
小
ま
め
に
開
け
閉

め
をハ

ウ
ス
内
が
高
温
に
な
り
過
ぎ
る

と
野
菜
の
生
育
に
良
く
あ
り
ま
せ

ん
。
日
中
は
急
激
な
温
度
変
化
を
避

け
る
た
め
、
小
ま
め
に
換
気
し
て
、

低
め
の
温
度
を
維
持
し
ま
す
。

（
２
）
広
が
り
や
す
い
害
虫
に
要
注
意

ハ
ウ
ス
の
中
で
は
、ダ
ニ
な
ど
の
害

虫
が
出
る
と
広
が
る
の
が
早
い
の
が

難
点
で
す
。
小
ま
め
に
見
回
る
こ
と

と
、
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
に
防
除
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
予
防
に
は
、
日

当
た
り
と
風
通
し
を
良
く
し
、
室
内

の
過
湿
、乾
燥
を
改
善
し
ま
し
ょ
う
。

（
３
）
ハ
ウ
ス
内
の
空
間
を
立
体
的

に
使
う

野
菜
の
種
類
に
よ
り
草
丈
の
高

低
、
植
え
方
に
よ
っ
て
栽
培
に
必
要

な
空
間
は
異
な
る
の
で
、
陰
を
作
ら

な
い
組
み
合
わ
せ
で
、
立
体
的
に
空

間
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

奥行き

保温性

農PO
農ビ

復元性

こすれ性

耐寒性
べたつき性 引き裂き強度

防じん性

耐候性

無滴性
透明性

基礎
間口

筋交い

棟
高 軒

高

衆
院
選
へ
向
け
結
束

農
民
連
盟
延
岡
支
部

宮
崎
県
農
民
連
盟
延
岡
支
部
は
10
月

10
日
、
Ｊ
Ａ
本
館
大
ホ
ー
ル
で
代
議
員

会
を
開
き
ま
し
た
。
１
５
１
人(

本
人

出
席
82
人
、
委
任
状
69
人)

が
出
席
し

「
27
日
投
開
票
」
の
第
50
回
衆
議
院
総

選
挙
立
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
協
議

し
、
自
民
党
の
江
藤
拓
氏
の
推
薦
を
満

場
一
致
で
承
認
し
ま
し
た
。
比
例
代
表

は
公
明
党
の
推
薦
を
決
め
ま
し
た
。

楠
田
富
雄
支
部
長
は
稲
刈
り
な
ど
忙

し
い
時
期
で
す
が
、
短
期
決
戦
で
あ
る

こ
と
か
ら
一
層
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
同
時
に
「
農
作
物
に
高
温
障
害

が
出
て
お
り
、
懸
念
す
る
と
こ
ろ
だ
。

一
方
で
業
種
を
問
わ
ず
人
員
不
足
が
続

い
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
も
予
想
以
上
に
深
刻

な
状
態
に
あ
る
。
対
策
を
練
っ
て
い
る

最
中
な
の
で
皆
様
に
は
理
解
と
協
力
を

お
願
い
し
た
い
」
と
Ｊ
Ａ
運
営
へ
の
支

援
も
呼
び
か
け
ま
し
た
。

選挙やＪＡ運営への協力を呼びかける
楠田支部長
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農業者の皆様へ

労働力にお困りではありませんか？
　延岡市では、農業分野の労働力の確保に向けた取組の一環として、農林
業労働力人材マッチングウェブサイト「NobeWorker」を運用し
ています。インターネット上で農作業の求人募集が可能です。
　また、このウェブサイトを活用して人材を雇用した場合に、賃金の一部
について補助も行っていますので、是非ご活用ください。

延岡市役所
総合農政課

（市役所３階）
TEL：22－7073

nobeoka-jinzai.jp

補助金概要
①ウェブサイト「NobeWorker」を利用して雇用した人材に支払う賃金または
作業を委託する際の委託料の一部を補助
（※1補助事業者あたり上限67,500円／年）

②①の申請事業者が労災保険への加入が任意となっている事業者である場合に、
加入する傷害保険に係る掛け金の一部を補助
（※１補助事業者あたり上限12,800円／年）

問合先

９
月
中
旬
か
ら
10
月
中
旬
に
か

け
て
須
佐
町
の
農
道
沿
い
に
艶
や

か
な
深
紅
の
彼
岸
花
が
咲
き
誇

り
、
地
元
は
も
ち
ろ
ん
行
き
交
う

人
た
ち
の
目
を
和
ま
せ
ま
し
た
。

平
成
29
年
、
地
元
の
加
藤
行
春
さ

ん
（
73
）
が
、
農
道
の
路
肩
に
生
い
茂

る
雑
草
を
刈
り
取
り
、
自
生
し
て
い
る

彼
岸
花
の
球
根
を
植
栽
し
た
の
が
始
ま

り
。
き
れ
い
に
な
っ
た
農
道
を
見
て
花

が
あ
っ
た
ら
も
っ
と
地
域
が
明
る
く
な

る
の
で
は
、
と
彼
岸
花
の
植
栽
を
思
い

つ
き
ま
し
た
。
彼
岸
花
を
選
ん
だ
理
由

は
「
育
て
や
す
く
、
自
生
の
も
の
が
あ

る
か
ら
」
と
明
快
。
以
来
、
毎
年
増
や

し
続
け
、
今
で
は
幅
７
～
８
㍍
、
長
さ

１
５
０
㍍
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

毎
年
、
季
節
に
な
る
と
連
日
大
勢
の

人
が
鑑
賞
に
訪
れ
ま
す
。「
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
の
が
何
よ
り
う
れ

し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
加
藤
さ
ん
。

例
年
９
月
上
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
が

見
ご
ろ
で
す
が
「
今
年
は
猛
暑
が
続
い

た
影
響
な
の
か
、
咲
き
始
め
が
遅
か
っ

た
。
そ
の
分
、
10
月
中
旬
ま
で
楽
し
め

ま
し
た
」。
続
け
て
「
除
草
作
業
が
負

担
に
な
り
つ
つ
あ
る
が
、
元
気
な
う
ち

は
皆
さ
ん
の
笑
顔
を
思
い
出
し
な
が
ら

頑
張
り
ま
す
」
と
自
ら
を
励
ま
す
加
藤

さ
ん
で
す
。

自宅が目の前にあることから頻繁に観察に訪れる加藤さん。

艶やか深紅の彼岸花艶やか深紅の彼岸花
須佐町　加藤行春さん
地域の美化にひと役地域の美化にひと役
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労災保険
とは？

農業は
実は

危険な職業

　国の労働災害への保険制度で、正式名称を「労働者災害補償保険」といいます。
　業務上の事由または通勤による労働者の負傷、疾病、障害、または死亡に対して治療費の給付や
休業補償、障害年金、遺族補償等、労働者を保護することを目的とした保険です。
　常勤・日雇・アルバイト・パート等の名称や雇用形態に関係なく、労働者を１人でも雇っている
事業場は加入義務があります。ただし、労働者数５人未満の個人経営の農業であって、特定の危
険または有害な作業を主として行う事業以外のものについては任意での加入が認められています。

令和３年のデータによると、農作業事故死亡者数は242人となっており、前年と比べ28人減少して
います。10万人当たりの死亡事故者数は10.5人（農業従事者数ベース）であり、他産業（全産業1.3人、
建設業6.0人）に比べ依然として高い状態にあります。年齢別にみると、65歳以上の方の割合が
84.7％と高い水準で推移しています。主な事故要因としては、農業機械作業に係る事故が70.7％と
なっており、その中でも機械の転倒・転落が約5割を占めています。

問い合わせ先：JA延岡地区本部 営農振興課　℡ 23-1891

農作業事故に備えて 国の労災保険に加入されましたか？

個人で農業をされている方でも
加入できる制度があります

ご自身や家族の生活を守るためにも

　本来であれば、個人事業主の方や法人の代表者は労
災保険に加入することはできません。しかし、自身が現
場に立って作業する場合等、一定の要件を満たす方に
ついては特別に加入が認められています。これを「労
災保険特別加入制度」といいます。農業の場合、個人
経営の農業者や農業法人の役員等が加入できます。

　労働者以外の方が作業中に事故に遭った場合、
労災保険に特別加入していなければ、労災保険か
らの補償は行われないため、治療費の負担や休
業中の収入減が生活に大きな影響をもたらしま
す。万が一の事故の際にも確実な補償を受けられ
るように、労災保険への加入をご検討ください。

のべおか６次産業化・
農商工連携サポートルーム

について
延岡市では、６次産業化・農商工連携に関する
個別支援を行うため、様々な分野の専門家を招へ
い又は派遣し、相談・助言・指導を行っています。
随時、受付を行っていますので、ご希望の方は
お早めにお申し込みください。

●申込方法：延岡市役所 農業畜産課の窓口にお
越しいただくか、または下記問い合わせ先に
お電話をお願いいたします。
●対象者：市内農林漁業者
●相談料：無料
●相談例：６次産業化・農商工連携ってどうい
うことをするの？
　商品開発のアドバイスが欲しい
　販売促進用のロゴやパンフレットを作りたい 等

問い合わせ先：延岡市農業畜産課  ☎22－7018

「一日農林水産省」を開催します！
延岡市内で農業をやっている農家の皆さん、農

林水産省の方と意見交換をしてみませんか！
ぜひこの機会に、現場が抱える問題や悩みを相

談してみましょう！
◆開催日時◆

令和６年11月19日（火） 18時00分～20時00分
◆会場◆

延岡市役所２階　講堂
＜プログラム＞
第１部	 全体会：国の農業行政の動向・政策について
　●「食料・農業・農村基本法」改正について
　●「クロスコンプライアンス」について
第２部　分科会：各分科会に分かれて意見交換
　●農産園芸分科会（水稲、野菜、果樹、茶など）
　●畜産分科会（牛、豚、鶏など）

申し込みおよび問い合わせ先
延岡市農業畜産課　農産物振興係
TEL  22-7018
※右記フォームからも申し込めます
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　ＪＡは「令和７年
水稲作付用肥料」の
早期予約受付を11月
に行います。
　肥料原料等の高騰
が続くことから生産
者のコスト削減のた
め実施するものです。
　詳しくは、グリー
ンワン、３北購買店
舗にお問い合わせく
ださい。

令和６年産   普通期米出荷日程並びに検査計画表
（11月）

月　日 曜日 出荷米（紙袋） 受入場所 飼料用籾（フレコン） 受入場所 ※
受
入
場
所
…
塩
浜
倉
庫

	

和
田
越
（
飼
料
用
籾
の
フ
レ
コ
ン
の
み
受
入
）

※
受
入
時
間
…
出
荷
米
は
、
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分
ま
で
。

	

飼
料
用
籾
は
午
前
9
時
〜
午
前
11
時
30
分
ま
で
。

栽
培
記
録
簿
の
提
出
（
品
種
ご
と
）
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

11月1日 金 検査日
11月2日 土 受入・検査 和田越
11月3日 日 受入・検査 和田越
11月4日 月 受入・検査 塩浜
11月5日 火 受入・検査 塩浜
11月6日 水 受入 塩浜
11月7日 木 検査日
11月8日 金 受入・検査 和田越
11月9日 土
11月10日 日
11月11日 月 受入・検査 和田越
11月12日 火 受入・検査 塩浜
11月13日 水
11月14日 木 受入・検査 塩浜
11月15日 金 受入・検査 和田越
11月16日 土
11月17日 日 受入 塩浜
11月18日 月 検査日
11月19日 火 受入・検査 塩浜
11月20日 水 受入・検査 和田越
11月21日 木
11月22日 金
11月23日 土
11月24日 日
11月25日 月
11月26日 火
11月27日 水

（12月）
月　日 曜日 出荷米（紙袋） 受入場所 備考
12月10日 火 受入 塩浜
12月11日 水 検査日 最終
※出荷米の12月検査は１回のみです。
※飼料用籾の出荷は、制度の関係上11月20日までに出荷をしてください。

JAバンクアプリから
切り替えできるぞう。
JAバンクアプリ プラスで口座開設すると、最初から通帳レス。

ヘルプデスク
平日  9：00-21：00　土日祝  9：00-17：00

0120-058-098
お困りの際は

お気軽にヘルプデスクへ
お電話ください。

※「投信残高照会」「通帳レス口座」「口座開設」「カードローン」は、JA によって
お取扱いできない場合や、一部機能に制限を設けている場合、対象商品・案件
が異なる場合があります。

お問い合わせは、お近くの JA 窓口へ

令和７年度分

水稲肥料
早期予約受付！早期予約受付！
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※�圃場の形状・面積等で気になる事が
ございましたらご相談ください。

　延岡地区有機肥料センター ☎43-0168

※�受付状況により期間中に受付中止
とする場合がございますのでご了
承ください。

申し込み、
お問い合わせは

受付期間　10月〜12月
散布期間　1月〜2月

自走式散布機導入記念自走式散布機導入記念
特別価格特別価格ののご案内ご案内

延岡地区

有機肥料セン
ター

経済的経済的にもにも環境環境にもにも優しい！優しい！

労力軽減労力軽減
傾斜地傾斜地にに
対応対応

（最大20度まで）（最大20度まで）

有機有機とと
化成肥料化成肥料
混合混合もも可能可能

 小区画圃場、ハウス、果樹園 小区画圃場、ハウス、果樹園でのでの土づくりに！土づくりに！

作業時間作業時間のの
効率化効率化

グリーンワン  26-8118　 北川支店購買  46-2562
北方支店購買  47-2001　 北浦支店購買  45-3110

	 通常価格	 記念特別価格

有機ヘルパー万能（粒）200kg  11,000円  ⇒  8,500円（税込）

　　　　　　　　（粉）200kg  10,000円  ⇒  8,000円（税込）

今だけ!!今だけ!!
 この機会にお試しを この機会にお試しを
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農地の貸し借りは、
「農地中間管理事業」をご活用下さい！

宮崎県農業振興公社　（直通）☎ 0985-78-0210
延岡市総合農政課　　（直通）☎ 0982-22-7073
延岡市農業委員会　　（直通）☎ 0982-22-7028・詳しくは右記窓口へお気軽にお問い合わせ下さい。

宮崎県知事が指定する公的な機関です。
安心して農地を預けてください！

相談

貸付け 借受け

賃料賃料

連携 協力相談

市町村・農業委員会・JA等

宮崎県
農地バンク
公益社団法人

宮崎県農業振興公社

農地を
貸したい人

農地を
借りたい人

義
母
の
施
設
入
居
に
反
対
す
る
義
姉

介
護
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

介
護
者
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
協
会
代
表
●
橋
中
　
今
日
子

長
期
間
の
介
護
を
経
て
施
設
入
居
が

決
ま
っ
た
途
端
、こ
れ
ま
で
介
護
に
関

与
し
て
こ
な
か
っ
た
親
族
か
ら
批
判
的

な
言
葉
を
投
げ
か
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
特
に
義
父
母
の
介
護
を
1
人

で
支
え
て
い
る
妻
の
立
場
か
ら
、そ
の

よ
う
な
事
態
に
困
っ
て
い
る
声
が
多
く

届
き
ま
す
。

	■
介
護
状
況
を
知
ら
な
い
義
姉
が
口

を
挟
む

関
東
在
住
の
D
さ
ん（
女
性
・
70
代
）

は
、脳
梗
塞
で
車
い
す
生
活
に
な
っ
た
義

母
を
同
居
で
17
年
以
上
ほ
ぼ
1
人
で
介

護
し
て
き
ま
し
た
。D
さ
ん
自
身
も
膝

や
腰
を
痛
め
、在
宅
介
護
に
限
界
を
感
じ

て
い
た
と
こ
ろ
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
勧

め
で
施
設
入
居
を
検
討
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、徒
歩
圏
内

に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
新
設
さ
れ
、と

ん
と
ん
拍
子
で
入
居
が
決
ま
り
ま
し
た
。

見
学
に
行
っ
た
夫
も「
会
い
に
行
き
や
す

い
し
、居
心
地
も
良
さ
そ
う
だ
」と
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、他
府
県
に
住
む

義
姉
か
ら
突
然「
施
設
に
入
れ
る
の
は
ま

だ
早
い
。ま
だ
や
れ
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
」

と
反
対
さ
れ
た
の
で
す
。
義
姉
は
、義
母

が
倒
れ
て
か
ら
一
度
も
介
護
に
関
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。D
さ
ん
は
、義
姉
の
態
度

は
理
不
尽
だ
と
思
い
つ
つ
も「
も
う
少
し

頑
張
れ
ば
良
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」と
、

罪
悪
感
を
抱
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

	■
第
三
者
の
力
を
借
り
態
勢
を
見
直
す

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、夫
が
義
姉
を
説

得
し
、義
姉
の
言
動
に
対
す
る
謝
罪
と
、

こ
れ
ま
で
の
介
護
を
ね
ぎ
ら
う
言
葉
を

D
さ
ん
に
か
け
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

し
か
し
、味
方
に
な
っ
て
ほ
し
い
夫

か
ら「
施
設
入
居
は
ま
だ
早
い
」「
お
ま

え
は
甘
え
て
い
る
」と
反
対
や
批
判
を

さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場

合
は
自
分
で
説
得
せ
ず
、 
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

「
私
は
も
う
限
界
で
す
が
、夫
が
反
対
し

て
施
設
入
居
で
き
ま
せ
ん
」と
、何
度
も

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
家
族
以
外
の
第

三
者
で
あ
る
介
護
の
プ
ロ
が
間
に
入
る

と
状
況
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

負
担
軽
減
の
対
策
を
一
緒
に
考
え
て
く

れ
る
人
の
存
在
が
あ
る
だ
け
で
も
、ス

ト
レ
ス
は
大
き
く
減
る
も
の
で
す
。
身

近
な
人
か
ら
理
解
を
得
ら
れ
な
い
の
は

苦
し
い
こ
と
で
す
が
、プ
ロ
と
一
緒
に

今
後
の
介
護
態
勢
の
見
直
し
を
考
え
て

い
く
よ
う
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。

15



人と地域の未来のために

㈱JA延岡エネライフ
●LPG販売事業部
　プロパンガス・住宅設備
宮崎県延岡市粟野名町1505  (代)TEL：33-4460 FAX：21-3650

●石油燃料販売事業部
　東海SS・松山SS・鉄工団地SS

●自動車整備/販売事業部
　九州運輸局長指定工場(車検・板金)

エネライフ 通 信

　令和６年度ＪＡ‒ＳＳドライブウェイサービス研究会宮崎県
大会は９月５日、宮崎市のシェラトン・グランデ・オーシャンリ
ゾート松泉宮前駐車場で開かれ、ＪＡ延岡エネライフ鉄工団

地給油所の井下勉さん（45）が優良賞（第３位）を獲得しました。
　同大会は資質向上のため宮崎県ＪＡ燃料連絡協議会、ＪＡ宮崎経済連などが

毎年実施しています。今年は県内各地区予選を勝ち抜いた８人が出
場。接客技術やエンジンルームの点検など各種技術を競いました。
　井下さんは経験月数が５ヵ月。出場者中最も少ないにもかかわら
ず、迅速かつ的確に行動し、高い評価を受けました。「上司をはじめ
職場の皆さんの協力で入賞することができました。事務処理など、
まだまだ覚えることが多いので日々勉強です。皆さんに信頼される
社員になることが目標です」とさらなる高みを目指しています。
　鉄工団地給油所の長友貴史所長は「真面目で毎日、遅くまで
残って大会への準備をしていた。わずか５ヶ月間で入賞したのは凄
いこと。将来が楽しみ」と井下さんを称えます。

井下勉さん（鉄工団地給油所）優良賞
JA‒SSドライブウェイサービス研究会宮崎県大会　

経験わずか
５ヵ月での快挙

鉄工団地給油所で業務に励む井下さん

優良賞の井下さん

支払総額（税込）（リ済込）　83万円
年式  2015（平成27）年　　排気量  660cc
走行  3.9万km　　車検　2026（令和8）年5月

スズキ　ハスラー
バックカメラ付！あなたの駐車をサポート☆
衝突被害軽減システム・ナビ・ＴＶ・スマートキー！

試乗
できます♬
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台風・地震などの　　　　 に強い！

JA共済 建物更生共済むてきプラス
４つのポイント

火災や盗難はもちろん、自然災害、地震による損害
もしっかり保障します。

いろいろな　　 も安心！ にも備えられる！
とりかたづけの費用や消火にかかった費用、当面の
生活に必要な費用などもお支払いします。

火災や自然災害によってケガをされた場合、損害共
済金をお支払いします。

Point
１

Point
2

Point
3

Point
4

自然災害

出費 ケガ

がある！
掛け捨てではないので、将来的なメンテナンス費用
などの準備もあわせてできます。

満期共済金

□ 大きな災害があった時に自分の建物、家財が保障されるのか心配。
□ 加入中の保険にどんな保障がついているのかわからないので一緒にみてほしい。
□ 今年10月から火災保険料が上がったので見直しできないか?

最近こんな
悩みはありま
せんか???

JA共済は、被災されたご契約者さまのもとへJA職員が駆けつけ、迅速で丁寧な被害調査を行います。

お問い合わせは、お近くの JA 窓口へ

ＪＡ共済

～知らなかったじゃもったいない～～知らなかったじゃもったいない～

無料！無料！
相続や贈与に関する専門家が詳しく分か
りやすくお教えいたします。
正確な情報と知識で相続対策をあなたも
一緒に考えてみませんか？

日 時：11月13日（水）
時 間：9時～12時（午前の部）　13時～16時（午後の部）
場 所：延岡総合文化センター（東浜砂町611番地2）
講 師：北村　光司 （株式会社経済法令研究会）

相続税と争族対策と
生命共済の活用について

参加をご希望の方は、11月１日（金）17：00 までに
JA延岡地区本部　金融共済部 営業課（0982-23-1890）にご連絡ください。

来場者には記念品をご用意しております。

生命共済を活用することで、大きな利点があります！
意外に知られていない、生命共済の便利な活用方法
を、分かりやすくお教えします！

※会場の都合により、セミナー参
加者は先着50名様に限らせて
いただきます。ご了承ください
ますようお願いいたします。
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牛乳をもっと食卓に

生活指導係
おすすめ Nobeoka's seasonal recipe

レンジでほうれん草の茶碗蒸し

①ほうれん草は茹でて食べやすい大きさに切っておく。しめじも食
べやすい大きさに切る。鶏もも肉は小さめに切る。
②卵を割りほぐし、水と白だしを入れたらザルでこす。
③器に具材を入れる。
④上から②をゆっくり流しこむ。
⑤ふんわりとラップをかけ電子レンジで加熱する（600ｗで３分間
加熱して、表面のプルプル具合がお好みになるまで少しずつ加
熱）。
⑥お好みのプルプル具合になったら出来上がり。

延岡の旬レシピ

作り方

ワンポイント
アドバイス

　レンジをかけ過ぎると硬くなります。ダシ
がうっすらと残る程度にしましょう。
　冷蔵庫で冷やして翌日に食べてもおいしい
です。

白
だ
し

材料（5個分）エーコープマーク品
ほうれん草………………… 1把
しめじ……………………… 1個
鶏もも肉…………………… 1枚
卵 ………………………… 3個
かまぼこ…………………… 適量
白だし……………………大さじ２
水 ……………………… ３００㏄

作り方材料 （４人分）

出典●Jミルクウェブサイト「ミルクレシピ」

豚バラ肉（薄切り）……………… 250g
ごぼう………………………… 1/2 本
かぼちゃ……………………… 1/5コ
チンゲンサイ…………………… ２株
だし…………………………… 800ml
みそ……………………………大さじ４
プレーンヨーグルト… ……カップ 3/4
七味とうがらし… ……………… 少々

1 豚肉は長さを３等分に切る。ごぼうは笹がきにし、水にさらす。かぼちゃは
ひと口大に切る。チンゲンサイの軸は縦４つに、葉はざく切りにする。

2 だしを煮たててごぼう、豚肉を煮、アクを取る。かぼちゃとチンゲンサイの
茎を加えて５分煮る。

3 かぼちゃがやわらかくなったらみそを溶き入れ、チンゲンサイの葉とヨーグル
トを加えて温める。

4 器に入れ、好みでヨーグルト、七味をかける。

みそとヨーグルトのおいしいタッグ

ホワイト豚汁
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すこやかに宝

延岡警察署だより延岡警察署だより

新谷 奏
み な と

翔  くん	 （9歳） 平成27年９月26日生まれ

柊
と う ま

真  くん	 （6歳） 平成29年12月22日生まれ

凱
か い と

仁  くん	 （4歳） 令和２年９月９日生まれ

お問い合わせは、最寄りのJA窓口まで

年金のお受取りは
JAみやざき
延岡地区本部で

安心
便利

年金感謝デー

実施中!!
年金振込日にJA窓口
へ年金をお受け取り
にご来店いただいた
方へ、プレゼント!!
※数に限りがございますの
で、お早めにご来店下さい。

日本唯一の日刊農業専門紙

日本農業新聞

１か月3,100円(税込み)

購 読 の お 願 い

お役に立てる情報をお届けします。
JAみやざき延岡地区本部の記事も
載っています。

毎年11月は「児童虐待防止推進月間」です

電話は、「189」、「0120-189-783」と延岡警察署 0982-22-0110です。

東本小路新谷健晃さん、麻衣さんの長男、次男、3男

進んで弟たちの面倒を見る優しい奏翔くん。ママも頼りにしていま
す。元気に英語とスイミング教室に通っています。柊真くんは好奇心
旺盛。サッカー、器械体操…何でも挑戦する行動派です。人懐っこく
て誰とでもお友達になる快活な凱仁くんは、会った人の顔と名前を覚
えるのが得意です。「元気で、それぞれ好きな道を歩いてほしい。兄
弟いつまでも仲良く」とご両親。

このたび、ＪＡネットバンクを装ったフィッシングメー
ルが不特定多数に送付され、ＪＡネットバンクを装っ
たサイトが開設されていることが判明しました。

異常なログインによりＪＡネットバンクが一時利用
停止されていると偽り、利用停止の解除のためにフィッ
シングサイトへと誘導する内容で、ログインID・パス
ワード等を不正に取得する手口となっております。

送られてきたメールとＪＡバンク（ＪＡ・信連・農林中
金）は何ら関係ございませんので、不審なメールには
ご注意いただきますようお願いいたします。

JAネットバンクに関するお問い合わせ
【JAネットバンクヘルプデスク】
フリーダイヤル：0120-058-098
お問い合わせ時間：平日 9：00～21：00

土日祝日 9：00～17：00

ＪＡネットバンクサービスを装った
フィッシングメール、サイトに

ご注意ください
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お便りコーナー

月

3/21～4/19
牡羊座

4/20～5/20
牡牛座

5/21～6/21
双子座

6/22～7/22
蟹　座

7/23～8/22
獅子座

8/23～9/22
乙女座

9/23～10/23
天秤座

10/24～11/22
蠍　座

11/23～12/21
射手座

12/22～1/19
山羊座

1/20～2/18
水瓶座

2/19～3/20
魚　座

モ
ナ
・
カ
サ
ン
ド
ラ

運
勢

あ
な
た
の

身近な出来事、楽しい話題などありました
ら何でも結構です。「ふれあい広場」まで
お便りください。お待ちしています。

〒882-0033 延岡市川原崎町281-1
JAみやざき延岡地区本部総務課 広報係

11 月霜月

1111
JA 延岡女性部伊形支部の「いがた朝市」は、毎月第１・第３水曜日午前 8時から　　　　　　Ａコープ一ヶ岡店駐車場で開催しています。旬の野菜、果物、農産加工品を食卓にいかがですか。

【
全
体
運
】

ス
ロ
ー
ス
タ
ー
ト
で
す
。
周
囲
に
目
配
り
し
な

が
ら
進
め
ま
し
ょ
う
。
有
利
な
状
況
に
変
わ
っ

て
い
き
ま
す
。
下
旬
は
勝
負
を
か
け
て

【
健
康
運
】

好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
で
達
成
感
が
。快
適
に
過
ご
せ
ま
す

【
幸
運
の
食
べ
物
】

柿【
全
体
運
】

想
定
外
の
こ
と
に
巻
き
込
ま
れ
が
ち
。
計
画
は

後
回
し
に
な
っ
て
も
い
い
部
分
以
外
は
前
倒
し

で
進
め
て
。
味
方
は
多
い
の
で
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を

【
健
康
運
】

切
り
傷
、
や
け
ど
に
気
を
付
け
て
。
慎
重
に

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ナ
メ
コ

【
全
体
運
】

計
画
し
て
い
た
こ
と
が
よ
う
や
く
形
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。
あ
と
一
息
、
気
を
引
き
締
め
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
良
い
出
会
い
の
予
感
も

【
健
康
運
】

口
コ
ミ
の
健
康
法
を
試
し
て
み
て
。新
し
い
食
材
も
吉

【
幸
運
の
食
べ
物
】

エ
ビ
イ
モ

【
全
体
運
】

活
気
が
あ
り
今
ま
で
の
努
力
が
実
る
予
感
が
し

て
い
ま
す
。
方
向
修
正
も
可
能
。
状
況
を
見
な

が
ら
少
し
遠
回
り
の
選
択
も
吉

【
健
康
運
】

運
動
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
体
を
動
か
し
て

【
幸
運
の
食
べ
物
】

セ
ロ
リ

【
全
体
運
】

予
想
外
の
出
来
事
は
あ
る
も
の
。
出
先
で
も
避

難
経
路
の
確
認
を
。
落
ち
着
い
て
動
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
救
急
セ
ッ
ト
を
点
検
し
て

【
健
康
運
】

目
の
ケ
ア
を
重
点
的
に
。歯
の
磨
き
残
し
も
チ
ェ
ッ
ク

【
幸
運
の
食
べ
物
】

小
松
菜

【
全
体
運
】

良
好
運
で
す
が
心
配
事
も
。
尻
す
ぼ
み
に
な
ら

な
い
よ
う
気
を
付
け
て
。
周
囲
へ
の
配
慮
が
好

結
果
に
結
び
付
き
ま
す
。
旅
行
が
吉

【
健
康
運
】

免
疫
力
が
ア
ッ
プ
す
る
食
材
を
取
り
入
れ
て

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ク
ワ
イ

秋
を
感
じ
る
こ
の
頃
で
す

日
中
は
ま
だ
ま
だ
暑
い
で
す
が
、

早
朝
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
と
て
も
気

持
ち
い
い
で
す
。
夜
は
虫
の
鳴
き
声

に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
秋
を
感
じ
さ

せ
ら
れ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

〔
赤
水
町　

Ｋ
・
Ｋ　

72
歳
〕

産
ま
な
い
で
い
い
よ

こ
の
夏
、
わ
が
家
の
３
羽
の
鶏
は

暑
さ
の
せ
い
か
卵
を
産
ま
な
い
日
が

多
い
の
で
毎
朝
「
元
気
で
あ
り
が
と

う
。
卵
は
産
ま
な
い
で
い
い
よ
」
と

声
掛
け
し
て
い
ま
す
。

〔
北
浦
町　

Ｋ
・
Ｎ　

67
歳
〕

温
暖
化
か
ら
沸
騰
化
の
時
代
に

サ
ツ
マ
イ
モ
（
シ
ル
ク
ス
イ
ー
ト
）

を
掘
り
ま
し
た
。
超
で
か
く
て
量
っ

て
み
る
と
２
・
１
㌔
超
え
で
し
た
。

今
年
は
「
地
球
温
暖
化
」
か
ら
「
地

球
沸
騰
化
」
の
時
代
に
な
り
、
サ
ツ

マ
イ
モ
も
暑
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

〔
北
方
町　

Ｙ
・
Ｋ　

63
歳
〕

農
作
物
育
て
る
の
は
尊
い

「
こ
れ
か
ら
は
農
作
物
を
育
て
る

こ
と
が
尊
い
」
と
い
う
話
を
聞
き
ま

し
た
。
今
年
は
本
当
に
「
そ
う
だ
」

と
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
猛
暑
の

夏
で
し
た
。
私
も
プ
ラ
ン
タ
ー
に
ネ

ギ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
植
え
て
み
ま

し
た
。

〔
北
浦
町　

Ｂ
・
Ｔ　

57
歳
〕

秋
野
菜
に
挑
戦
し
ま
す

今
年
の
夏
は
チ
ョ
～
暑
か
っ
た
で

す
ね
。
畑
で
は
ピ
ー
マ
ン
や
オ
ク
ラ
、

モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
が
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

ダ
イ
コ
ン
な
ど
の
秋
野
菜
を
植
え
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〔
古
川
町　

Ｋ
・
Ｓ　

79
歳
〕

63
円
ハ
ガ
キ
で
は
最
後
の
応
募

10
月
か
ら
郵
便
料
金
が
値
上
が
り

し
ま
し
た
ね
。
63
円
ハ
ガ
キ
で
の
応

募
は
今
回
が
最
後
で
す
。
ち
な
み
に

９
月
29
日
に
投
函
し
ま
し
た
。

〔
上
三
輪
町　

Ｋ
・
Ｓ　

70
歳
〕

宮
崎
牛
ス
テ
ー
キ
最
高

Ｊ
Ａ
か
ら
配
布
さ
れ
た
「
宮
崎
牛

消
費
券
」
を
使
っ
て
宮
崎
牛
ス
テ
ー

キ
を
お
い
し
く
頂
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〔
北
浦
町　

Ｍ
・
Ｈ　

66
歳
〕

懐
か
し
い
友
と
再
会

近
く
に
在
っ
た
Ｊ
Ａ
の
支
店
が
遠

く
に
移
転
し
て
訪
れ
る
機
会
が
少
な

く
な
り
ま
し
た
。
で
も
先
月
、
西
階

サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
た
Ｊ
Ａ

年
金
友
の
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
で
懐
か
し
い
友
達
と
再
会
で
き
ま

し
た
。
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

〔
大
貫
町　

Ｙ
・
Ｋ　

80
歳
〕

ま
だ
ま
だ
頑
張
ら
な
く
ち
ゃ

運
転
免
許
証
を
返
納
し
て
３
年
。

い
つ
も
歩
い
て
買
い
物
に
行
く
の
で

足
が
丈
夫
に
な
り
、
歩
く
こ
と
が
楽

し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
余
生
を
楽
し
く
過
ご
し
て
い

き
ま
す
。〔

野
地
町　

Ｙ
・
Ｋ　

90
歳
〕

エ
ン
チ
ャ
ー
ド
に
行
き
ま
し
た

先
日
、
孫
た
ち
と
北
方
町
の
フ

ル
ー
ツ
ス
イ
ー
ツ
店
「
エ
ン
チ
ャ
ー

ド
」
に
行
き
ま
し
た
。
ブ
ド
ウ
の

入
っ
た
ア
イ
ス
な
ど
を
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
次
は
柿
の
季
節
に

行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

〔
出
北　

Ｈ
・
Ｋ　

76
歳
〕

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
に
ぎ
り
１
番

「
お
な
か
す
い
た
ー
」
と
帰
っ
て

来
る
小
学
１
年
生
の
孫
。
お
菓
子
の

お
や
つ
で
は
足
り
な
い
の
で
、
お
に

ぎ
り
を
作
っ
て
あ
げ
る
と
「
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
塩
お
に
ぎ
り
が
１
番
お
い

し
い
！
」
と
笑
顔
で
食
べ
て
く
れ
ま

す
。
お
米
大
好
き
っ
子
で
す
。

〔
南
一
ヶ
岡　

Ｆ
・
Ｔ　

67
歳
〕
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月

3/21～4/19
牡羊座

4/20～5/20
牡牛座

5/21～6/21
双子座

6/22～7/22
蟹　座

7/23～8/22
獅子座

8/23～9/22
乙女座

9/23～10/23
天秤座

10/24～11/22
蠍　座

11/23～12/21
射手座

12/22～1/19
山羊座

1/20～2/18
水瓶座

2/19～3/20
魚　座

モ
ナ
・
カ
サ
ン
ド
ラ

運
勢

あ
な
た
の

問  題
お楽しみ賞品付き

クロスワードパズルが全部解けたら、□の中の文字を並べかえて
答えの言葉を作って下さい。

は
が
き
に
、
答
え
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
こ
の

広
報
誌
の
感
想
や
ご
意
見
、
Ｊ
Ａ
へ
の
要
望
、
ご
家
庭

や
集
落
の
ホ
ッ
ト
な
で
き
ご
と
な
ど
も
お
気
軽
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
感
想
や
ご
意
見
等
に
つ
い
て
は「
お
便
り
コ
ー
ナ
ー
」

に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。寄
せ
ら
れ
た
個
人
情
報
は
、

広
報
事
業
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

送り先

延
岡
市
川
原
崎
町

　
　
　２
８
１
の
１

Ｊ
Ａ
み
や
ざ
き

延
岡
地
区
本
部
総
務
課

広
報
係
行

○
答
え

○
住
所
（
郵
便
番
号
）

○
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

○
年
齢
・
性
別

○
電
話
番
号

応募方法

家計の手助け

8 8 2 0 0 3 3

J
A
や
当
広
報
誌
な
ど
へ
の

ご
意
見
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。

クロスワードパズル
●11月８日（金）締め切り（必着）

10
月
号
の
当
選
者

　
　

　
　

マ ツ タ ケ 　 カ キ

キ ボ 　 イ キ モ ノ

　 ニ ジ マ ス 　 ボ

カ ワ キ 　 イ カ リ

ン 　 ヒ オ コ シ

ポ ケ ツ ト 　 ユ レ

ウ ラ 　 コ テ ー ジ

●
10
月
号
の
正
解

JA 延岡女性部伊形支部の「いがた朝市」は、毎月第１・第３水曜日午前 8時から　　　　　　Ａコープ一ヶ岡店駐車場で開催しています。旬の野菜、果物、農産加工品を食卓にいかがですか。

「
ス
ポ
ー
ツ
ノ
ヒ
」

ヨコのカギ
１ 11月23日は勤労──の日。国民の祝日です
２ 灰皿にたまります
３ 『──の精神』はモンテスキューの著書です
４ 広島県の紅葉の名所のひとつ。世界遺産の神

社があります
５ 焼き鳥を食べると残るもの
７ 金融──、──一髪
９ そば屋や居酒屋の入口にかけられていることも
11 ギンナンがなる木
12「九里よりうまい十三里」と売りに来るもの
13 茶わんと反対の手で持ちます
14 ３の３──は９です
15 クリの実を守るトゲトゲ

タテのカギ
１ 「鳥」より一画少ない鳥
３ ──園に子どもを迎えに行った
６ お父さんそっくり！まるで──ね
８ 料理店のメニュー表をこう呼ぶことも
10 美空ひばりのヒット曲。「柔」と書きます
11 患者を診ます
13 頭にキュッと締めるもの
14 ジャガイモのことです
16 ──応報、身から出たさびだね
17 漢字で書くと雲母。きららともいう鉱物です

【
全
体
運
】

お
い
し
い
も
の
を
食
べ
た
り
お
し
ゃ
べ
り
を
楽

し
ん
だ
り
。
運
勢
は
穏
や
か
。
懸
念
事
項
も
解

決
へ
と
向
か
い
ま
す
。
連
絡
は
自
分
か
ら

【
健
康
運
】

体
に
合
っ
た
下
着
を
身
に
着
け
て
。姿
勢
を
チ
ェ
ッ
ク

【
幸
運
の
食
べ
物
】

シ
ュ
ン
ギ
ク

【
全
体
運
】

太
陽
の
加
護
を
受
け
勢
い
が
あ
り
ま
す
が
油
断

は
禁
物
。
丁
寧
に
し
っ
か
り
と
仕
上
げ
を
す
る

こ
と
が
幸
運
に
つ
な
が
り
ま
す

【
健
康
運
】

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
食
事
で
元
気
を
回
復

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ト
レ
ビ
ス

【
全
体
運
】

上
昇
運
で
す
。
強
気
の
態
度
が
ツ
キ
を
呼
び
込

み
ま
す
。
自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り
伝
え
、
そ

の
上
で
調
整
を
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う

【
健
康
運
】

筋
力
ア
ッ
プ
の
運
動
に
ツ
キ
あ
り
。ス
ポ
ー
ツ
も
◎

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ネ
ギ

【
全
体
運
】

状
況
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
自
由
時
間
が
増

え
て
い
き
ま
す
。
仕
事
の
ス
キ
ル
を
磨
く
の
も

お
け
い
こ
事
も
吉
。
よ
く
学
ん
で

【
健
康
運
】

新
陳
代
謝
を
高
め
る
食
材
を
取
る
よ
う
心
が
け
て

【
幸
運
の
食
べ
物
】

サ
ト
イ
モ

【
全
体
運
】

万
が
一
の
備
え
が
役
立
ち
ま
す
。
防
災
用
品
の

準
備
を
。
年
長
者
の
話
に
は
耳
を
傾
け
て
。
友

達
と
の
外
出
は
い
い
気
分
転
換
に

【
健
康
運
】

疲
れ
を
た
め
な
い
よ
う
に
。ス
キ
ン
ケ
ア
は
入
念
に

【
幸
運
の
食
べ
物
】

リ
ン
ゴ

【
全
体
運
】

注
目
度
が
ア
ッ
プ
す
る
の
で
な
か
な
か
大
変
で

す
が
思
わ
ぬ
ラ
ッ
キ
ー
も
。
い
つ
で
も
チ
ャ
ン

ス
を
つ
か
め
る
よ
う
臨
戦
態
勢
で

【
健
康
運
】

頑
張
り
過
ぎ
て
し
ま
い
が
ち
。
休
憩
を
入
れ
て

【
幸
運
の
食
べ
物
】

ダ
イ
コ
ン

土々呂町 伊　東　由　美 様

西小路 福 田 　 積 様

出北 髙　橋　直　見 様

吉野町 矢　野　智　美 様

中の瀬町 佐々木　元　啓 様

北方町蔵田辰 菊　池　明　美 様

北浦町古江 河　野　徳　子 様
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茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

永
井
智
一（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

レンコンのチーズ焼き
秋サケのクリームソース

麻婆（マーボ）
ナスうどん

①レンコンは１cm厚さに切る。秋サケは半分に切り、塩・こしょうを
振って薄力粉をまぶしておく。カブは皮をむいてさいの目に、ブナ
シメジは石突きを切りほぐしておく。

②レンコンのチーズ焼きを作る。フライパンにサラダ油を熱し、中火
でレンコンの両面に焼き色が付くように焼く。しょうゆを垂らし、
とろけるチーズをのせてふたをしてチーズを溶かす。

③クリームソースを作る。②と別のフライパンにバターを溶かし、カ
ブと秋サケを入れて弱火で両面に焼き色を付ける。生クリームとブ
ナシメジを入れて中火で２、３分煮込み、塩・こしょうで味を調える。

④皿に②を並べ、③を盛り付け出来上がり。

作り方

シェフ永井のおすすめ

①ナスとピーマンは縦半分に切り、さらに５mm幅の斜め切りにする。
②フライパンにサラダ油を熱し、中火で合いびき肉をよく炒める。ニン
ニク、ショウガ、甜麺醤、豆板醤を入れ、さらに中火で２、３分炒める。
③②のフライパンに①を入れ、強火で２、３分炒める。Aを入れ、水溶
き片栗粉でとろみを付け、ごま油を回しかける。
④沸騰した湯に冷凍うどんを入れてほぐし、冷水で締める。水をよく切っ
たうどんを③のフライパンに入れ、よく混ぜ合わせ皿に盛り付ける。

作り方

材料 （３人分）

材料 （４人分）

レンコン ……………150g
秋サケ …………… ３切れ
塩・こしょう ……… 適宜
薄力粉 ……………… 適宜
カブ ………………… １個
ブナシメジ ………… １株

サラダ油 …… 大さじ 1/2
しょうゆ …………… 少々
とろけるチーズ …… ３枚
バター ………… 大さじ１
生クリーム ……… 150ml

ナス…………………………… ２本
ピーマン……………………… ２個
サラダ油………………… 大さじ２
合いびき肉………………… 200g
ニンニク（みじん切り）…… 小さじ１
ショウガ（みじん切り）…… 小さじ１
甜麺醤（てんめんじゃん）… 大さじ２
豆板醤（とうばんじゃん）… 小さじ２

水溶き片栗粉……大さじ２
ごま油……………小さじ１
　しょうゆ ………大さじ２
　料理酒 ………大さじ１
　砂糖 …………大さじ１
　鶏がらスープ… 小さじ１
冷凍うどん……………２玉

A

Chef Nagai’s
recommended

recipe

編
集
後
記

作
家
の
五
木
寛
之
が
某
雑
誌
に「
座

談
の
中
で
聞
い
た
話
な
の
で
、
正
確
で

な
い
と
こ
ろ
は
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
」

と
前
置
き
し
て
紹
介
し
た
随
筆
が
深
く

心
に
残
っ
て
い
ま
す
。
同
じ
心
境
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。
そ
れ
は「
伯は

く
ゆ喩　

杖
に
泣

く
」と
い
う
話
。
ご
存
知
の
方
も
多
い
は

ず
▼
要
約
す
る
と「
あ
る
と
こ
ろ
に
母

親
を
慕
う
伯
喩
と
い
う
子
が
い
た
。
た

だ
、か
な
り
の
悪
童
で
、い
ろ
ん
な
悪
さ

を
し
て
は
、
そ
の
つ
ど
母
親
か
ら
杖
で

た
た
か
れ
た
り
し
た
。
し
か
し
、ど
ん
な

に
激
し
く
た
た
か
れ
て
も
決
し
て
泣
か

な
か
っ
た
。
そ
れ
は
大
人
に
な
っ
て
も

続
い
た
。
と
こ
ろ
が
、あ
る
と
き
母
親
に

た
た
か
れ
た
伯
喩
が
突
然
、
声
を
あ
げ

て
泣
き
出
し
た
」▼「
泣
い
た
の
は
痛
さ

の
た
め
で
は
な
か
っ
た
。
母
親
は
力
一

杯
た
た
い
た
の
だ
が
、そ
の
力
が
弱
か
っ

た
か
ら
だ
。
母
親
が
年
を
取
っ
て
衰
え

た
こ
と
が
、
伯
喩
に
は
耐
え
ら
れ
な
い

悲
し
み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。『
母
さ
ん
、

も
っ
と
強
く
た
た
い
て
く
れ
よ
！
昔
の

よ
う
に
、も
っ
と
強
く
！
』と
伯
喩
は
心

の
中
で
叫
び
つ
つ
嗚
咽
し
た
の
だ
」
▼

こ
の
話
は
、
あ
る
程
度
の
年
齢
に
達
す

る
と
大
抵
の
人（
特
に
男
性
）が
経
験
す

る
切
な
い
摂
理
で
す
。「
あ
ん
な
に
力
強

か
っ
た
父
親
が
…
、
元
気
一
杯
だ
っ
た

母
親
が
…
」
と
▼
五
木
寛
之
は
母
親
の

死
を
境
に
温
厚
に
な
っ
た
父
親
の
こ
と

を
思
い
出
し「
伯
喩
の
話
を
聞
い
た
と
き
、

私
は
晩
年
の
父
親
の
こ
と
を
思
い
出
し

て
泣
い
た
」と
結
ん
で
い
ま
す
▼
暑
い
、

暑
い
夏
が
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。「
孝
行
し

た
い
時
に
親
は
な
し
」
の
格
言
が
心
に

し
み
る
秋
の
夜
長
が
続
き
ま
す
。�

（
哲
）
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遺
言
書
は
自
分
が
亡
く
な
っ
た

の
ち
、自
分
の
財
産
を
誰
に
ど
の

よ
う
に
残
す
か
を
伝
え
る
手
段
で

す
。
遺
言
が
無
け
れ
ば
民
法
で
定

め
た
法
定
相
続
人（
配
偶
者
や
子

供
）が
、
定
め
ら
れ
た
割
合
で
財

産
を
分
け
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

遺
言
書
を
残
し
て
お
い
て
も
内
容

が
不
明
確
で
あ
っ
た
り
、形
式
に

不
備
が
あ
れ
ば
、遺
言
が
無
効
に

な
り
相
続
争
い
が
起
き
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
に
自
分
で
作
成
す
る「
自
筆

証
書
遺
言
」
に
は
、
多
く
の
注
意

が
必
要
で
す
。
ま
ず
、
相
続
人
に

財
産
を
渡
す
と
き
に
は
相
手
と
の

続
柄
、相
手
の
姓
名
と
生
年
月
日

を
正
確
に
書
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

よ
く
あ
る
の
は
子
ど
も
の
フ
ァ
ー

ス
ト
ネ
ー
ム
だ
け
を
記
入
す
る

ケ
ー
ス
。「
財
産
を
任
せ
る
」な
ど

曖
昧
に
書
か
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も

多
く
あ
り
ま
す
。「
任
せ
る
」で
は
、

相
続
さ
せ
る
の
か
、分
配
方
法
を

任
せ
る
の
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

相
続
さ
せ
る
の
な
ら「
相
続
さ
せ

る
」と
明
確
に
書
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

相
続
人
以
外
に
財
産
を
渡
す
場

合
は
、そ
の
人
の
姓
名
、住
所
、生

年
月
日
を
正
し
く
書
い
て「
遺
贈

す
る
」
と
明
記
し
ま
す
。
相
続
さ

せ
る
財
産
の
資
産
価
値
が
変
動
す

る
可
能
性
が
あ
る
と
き
も
注
意
が

必
要
で
す
。
例
え
ば
口
座
の
お
金

が
遺
言
を
作
っ
た
時
と
亡
く
な
っ

た
時
で
大
き
く
異
な
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、

「
預
金
の
何
割
」
と
い
う
よ
う
に

割
合
で
指
定
す
る
方
が
良
い
と
さ

れ
ま
す
。

主
な
財
産
だ
け
相
続
先
を
指
定

し
て
い
る
と
残
り
の
財
産
が
争
い

の
火
種
に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合

は「
記
載
の
な
い
財
産
は
す
べ
て

〇
〇
に
相
続
さ
せ
る
」な
ど
の
一

文
を
加
え
る
こ
と
で
余
計
な
争
い

を
回
避
で
き
ま
す
。

内
容
だ
け
で
な
く
形
式
に
も
注

意
が
必
要
で
す
。
遺
言
が
無
効
に

な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
と
し
て

は
例
え
ば
パ
ソ
コ
ン
で
本
文
を
作

成
し
、署
名
だ
け
を
手
書
き
し
た

場
合
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
西
暦
を

「
２
４
年
」と
略
し
た
り
、作
成
日

を「
〇
年
〇
月
吉
日
」
の
よ
う
に

具
体
的
に
書
か
な
い
ケ
ー
ス
も
同

様
で
す
。

自
筆
証
書
遺
言
書
は
、
遺
言
書

の
原
文
と
作
成
日
付
・
氏
名
を
自

分
で
手
書
き
し
、押
印
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
、
原
則
と
し
て
無
効
と
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

遺
言
書
の
紛
失
や
破

棄
、
隠
匿
、
改
ざ
ん
な
ど

を
防
ぐ
た
め
令
和
２
年
か

ら
「
自
筆
証
書
遺
言
書
保

管
制
度
」
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
法
務
局
が
遺

言
書
を
預
か
り
、
亡
く

な
っ
た
と
き
に
遺
言
の
存

在
を
知
ら
せ
る
制
度
で
財

産
額
に
応
じ
た
手
数
料
が

か
か
り
ま
す
。
た
だ
内
容

に
つ
い
て
の
助
言
は
な
い

の
で
、
遺
言
書
は
専
門
家

に
相
談
し
な
が
ら
作
成
す

る
の
が
賢
明
で
す
。

お
く
や
み

  

故
人
お
名
前   

年
齢  

喪 

主    

ご
住
所

（
喪
主
の
方
は
敬
称
略
）

（
以
上
、
プ
リ
エ
ー
ル
ご
利
用
分
）

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

専
門
家
に
相
談
す
る
の
が
賢
明

隠
匿
、改
ざ
ん

な
ど
を
防
ぐ

管
内
で
９
月
中
に
次
の
方
々
が
他

界
さ
れ
ま
し
た
。

ご
生
前
の
ご
遺
徳
を
し
の
び
、
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

合 　

掌

【
延
岡
市
】

内
越
　
照
子
様
95
久
美
雄
鯛
名
町

山
本
イ
ソ
ノ
様
95

樹

伊
形
町

横
山
喜
代
子
様
95
博

章
浜
砂

木
村
　
幸
利
様
90
直

樹
二
ツ
島
町

遠
田
壽
美
子
様
73
洋

一
長
浜
町

黒
田
正
三
郎
様
88
ス
ミ
子
差
木
野
町

菅
野
　
シ
エ
様
101
甲
斐
淑
子
北
浦
町
市
振

中
山
マ
サ
子
様
87
博

喜
出
北

日
髙
　
鹿
雄
様
71
裕
次
郎
北
浦
町
古
江

前
田
　
勝
子
様
86
常

男
北
方
町
二
股
亥

甲
斐
　
タ
ネ
様
101
重

孝
上
三
輪
町

吉
岡
　
徳
嘉
様
89
亮

子
別
府
町

小
野
　
光
男
様
80
レ
イ
子
差
木
野
町

斉
藤
　
健
次
様
71
克

枝
野
地
町

髙
本
　
俊
夫
様
72
眞
知
子
石
田
町

前
田
　
　
蝶
様
90
福
島
多
季
子

瀬
之
口
町

中
尾
　
知
広
様
50

妙

栄
町

山
口
　
安
德
様
94
カ
ツ
子
野
田

濱
田
　
竹
春
様
92
修

一
長
浜
町

児
玉
ノ
ブ
コ
様
93
勝

美
北
川
町
川
内
名

岩
佐
サ
カ
エ
様
100
重

人
出
北

橋
本
　
義
光
様
61
陽

子
北
浦
町
古
江

藤
本
　
麗
子
様
82
伊
東
須
美
子

出
北

峯
田
ス
エ
子
様
86
英

良
高
野
町

田
中
　
健
二
様
86
三

恵
別
府
町

椎
葉
　
牧
生
様
51
香

理
別
府
町

松
田
　
榮
子
様
98
佳

子
稲
葉
崎
町

小
田
　
直
昭
様
80
ヱ
イ
子
緑
ヶ
丘

柳
田
　
康
幸
様
76
ヨ
シ
子
三
須
町

立
山
　
幸
一
様
75
一

代
北
方
町
上
鹿
川
申

工
藤
　
德
義
様
94
富
山
峯
子
北
方
町
川
水
流
卯

白
石
　
了
三
様
79
ヤ
ヨ
イ
尾
崎
町

田
中
　
　
諭
様
85
幸

栄
方
財
町

中
野
満
洲
男
様
85
和

子
浜
町

堀
田
　
陽
子
様
83
善

義
熊
野
江
町

植
田
ヒ
サ
子
様
100

一

北
浦
町
市
振

吉
田
ツ
ヤ
子
様
77
武
二
三
北
方
町
う
そ
越
子

片
伯
部
カ
ズ
子
様
85
岩

美
平
原
町

荒
井
　
　
茂
様
94
芳

満
北
浦
町
市
振

小
泉
千
鶴
子
様
89
加
藤
久
美
旭
ヶ
丘

平
田
ナ
ツ
エ
様
96
律

子
北
方
町
上
鹿
川
申

佐
藤
　
廉
士
様
23
文

彦
長
浜
町

23
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